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要約
　犬のリハビリテーションの一つである水中運動療法

は水の特性により、多くの効果が期待されている。し

かし、関連文献における水中運動時の適性水温につい

ての記述は明確ではない。

　そこで本研究では、犬に異なる水温下で水泳を行な

わせ、一般身体所見、体温および心拍数の推移から、

水中運動療法における適正な水温について考察した。

　 4頭の犬を用い、 ５分間の水泳時間とその後の休憩

3分間を １セットとし、連続して ８セット行った。

　2５℃の水温ではすべての犬の心拍数が上昇し、体温

は低下して休息時には震えがみられた。30℃では １頭

を除き、心拍数は上昇したが、体温の変動は少なかっ

た。3５℃ではすべての犬で心拍数および体温ともに変

動は少なかった。

　以上の結果から、2５℃の水温では心肺機能への負荷

がかかり、リハビリテーションに利用する水温として

は適切ではないと考えられた。3５℃の水温では、体温

および心拍数の変動も他温度と比べて少なく、初めて

水に入る犬の馴化や体力が不十分な犬に適温であると

考えられた。30℃では、高い運動効果が得られるもの

の、個体によっては水温が低い場合があると考えられ

た。

キーワード：犬、水中運動、水温、心拍数、体温

SUMMARY
　Underwater exercise which is one of canine 

kinesitherapy is expected much effectiveness owing 

to the characteristic of water. However, there are a 

few descr ipt ions  about  the su i tab le  water 

temperature of the underwater exercise. 

　In this report, therefore, the suitable water 

temperature for dog was discussed that based on the 

results of the changes of general physical conditions, 

heart rate and body temperature after exercise 

under the different water temperature.

　Under 3 different water temperature using 4 dogs, 

the underwater exercise repeated ８ sets as one set 

of ５-minutes swimming and 3-minutes rest. In all 

dogs at the water temperature of 2５℃, the heart 

rates increased and the body temperature decreased 

and shook at the time of the rest. A heart rate 

increased except １ dogs at 30℃ , but there were few 

changes of the body temperature in all dogs. At 

3５℃, heart rate and body temperature had little 

change with all the dogs. 

　The swimming at the water temperature of 2５℃ 

burdened the cardiopulmonary function of the dog, 

and it was considered to be unsuitable for the 

underwater exercise of rehabilitation. 

　At the water temperature of 3５℃, there was little 

influence on heart rate and body temperature and 

dogs were settled down. Therefor it was thought to 

be suitable temperature for acclimation to the water 
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of the dog which enters the water for the first time 

and the dog with insufficient physical strength. 

　The water temperature of 30℃ was considered to 

be low depending on some dogs, although the effect 

of the improvement in a cardiopulmonary function 

was expected.

Key words: dog, body temperature, heart rate, 

underwater exercise, water temperature, 

はじめに
　犬におけるリハビリテーションは術後の機能回復を

早めるだけではなく、高齢や肥満動物の運動機能低下

を改善するためにも大変有効である。動物におけるリ

ハビリテーションの方法として、理学療法である徒手

療法、運動療法、および物理療法があり、症例の病態

や経過、そして回復の目標に応じて治療法が選択され

ている。

　なかでも運動療法に含まれる水中運動療法は相対密

度、浮力、静水圧、粘性および水流といった水の特性

を利用したリハビリテーションである１ ）。水中運動に

は、水遊び、水中歩行、水中ダンス運動および水泳

（遊泳）があり、病態に応じた方法を選択することに

より、関節の負荷を低減し、浮腫の軽減と循環改善、

および四肢の筋肉量や筋力の増進などの効果が期待さ

れている１ ）。さらに、水中で運動することによって運

動量が増し、心肺機能の向上を計ることができる。そ

のため水中運動療法は犬のリハビリテーションにおい

て有効性の高い理学療法の一つとなっている１ ～ 3）。

しかしながら、我々の施設での水中運動療法の際に、

水温の違いによって症例犬に震えがみられ、同じ水温

でも日によって泳ぎ方に違いや休息中に落ち着きがな

いなど、動きに違いがみられた。しかし、水中運動時

における適正水温に関する記述は少なく、最適水温が

2５～3５℃１ ）と曖昧である。

　以上のことから、本研究では2５℃、30℃および3５℃

の異なる水温下での水泳後の一般身体所見、心拍数お

よび体温の推移を比較 ･検討し、水中運動療法の有効

性をさらに高めることを目的に、水中運動時の適正水

温について考察した。

実験材料と方法
1 ．実験材料と環境条件

　帝京科学大学（千住）アニマルサイエンス学科で飼

育実習用として管理されている犬 4頭を使用した（表

１）。なお、実験は本学動物実験委員会の許可を得て

行った。

　水泳は、本学アニマルケアセンターの動物ハイドロ

セラピー室内（室内広さ：縦4.9m、横4.１、高さ

3.0m）に設置されているプール（内寸：縦１.4m、横

2.9m、深さ0.9m）を使用した。

　プールには水道水を加温した温水を用い、水深は約

８0cm とした。実験中室内温度は2５℃に設定し、湿度

は設定しなかった。なお、水温は、市販の湯温計（お

ふろ用湯温計ぷかぷかⓇ、㈱佐藤計量器製作所、東京）

を水深約 ５ cm と約6５cm の 2箇所に設置し、水道水

と温湯の追加により目的温度に維持した

2 ．実験方法

　実験は、トレーニング効果や馴れといった影響が出

ないように、同一犬に対して連続的または定期的にで

はなく、予めランダムに立てた計画に従って行い、 １

日の体温の変動を考慮してすべての日程で午後 １ 時か

らおこなった。

　実験犬には体格に合った犬用ライフジャケットのみ

を着用させ、水泳を行った。各犬が水泳を行う際は、

ウェットスーツを着用した実験者 １ 名がプール内に入

り ､犬の方向転換を補助した。

　水中運動は、水温2５℃、30℃および3５℃でそれぞれ

５ 分間の水泳と 3分間の休憩を １ セットとし、 ８ セッ

ト行った。

　観察項目は、一般身体所見、心拍数、直腸温および

皮下温であり、後三者は水泳が終了してプールから出

した直後に計測した（ １ 分以内）。その後、タオルで

身体を拭き、残りの時間を2５℃の室内で自由にさせた。

一般身体所見は、水泳中の泳ぎ方や緊張度合いなどの

表1：実験に用いたビーグル犬のプロファイル

実験犬 年齢 性別 体重（kg）

A＊ 3 避妊済みメス 8.90

B＊ 3 同上 10.10

C 3 同上 8.95

D＊ 3 去勢済みオス 10.30

＊：水泳に非常になれている
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様子、休息中の呼吸様式、震え、その他全体の様子を

視覚的に評価した。

　心拍数は聴診器で１５秒間の心拍を測り、その値を 4

倍して １分間の心拍数とした。

　直腸温は動物用直腸体温計（サーモフレックスⓇ、

株式会社アステック、茨城）を用いて測定した。

　皮下温は、体温測定器付きマイクロチップ（ライフ

チップバイオサーモⓇ、DS ファーマアニマルヘルス

株式会社、大阪）を専用の読取り器を用いて、犬を

プールから出した直後の数秒以内に計測した。

3 . 統計学的解析

　実験によって得られた各水温における心拍数、直腸

温および皮下温について、セットごとに分散分析を行

い、帰無仮説が棄却されるセットを検定した。さらに、

Sceheffe 法と Tukey 法を用いた多重比較によって有

意差を検定した。

結果
1 ．運動量

　犬は、方向転換時に弧を描いて泳ぐため、泳ぐ距離

は短くならず、プールの横幅とほぼ同じ片道約2.9m

の距離を泳いだ。したがって水泳距離は、 ５分間で片

道20～2５回泳ぐことから ５分間で５８～72.５m、 １ 実験

８セットで約464～696m であった。

2 ．一般身体所見

　水泳中、水温が低いと犬は緊張した面持ちで泳ぎ、

水温3５度ではゆったりとした表情で泳いでいた。

　水温2５℃では、すべての犬でいずれのセットの休息

中にも全身的な震えと呼吸促迫がみられた。さらに、

実験犬 B では、30℃においても震えがみられた。し

かし、3５度では全頭でそのような様子はみられず、

ゆったりとした様子で休息していた。

3 . 心拍数の推移（図 1 ）

　心拍数は、水温3５℃より30℃、そして2５℃と水温が

下がるに伴い、さらにセット数が増えるに従って増加

した。

　分散分析と多重比較検定の結果、 １回目の水泳後の

2５℃では3５℃に比べて有意（P ＜0.0５%）に多く、 2

回目では30℃に比べても有意（P ＜0.0５%）に多かっ

た。 3回目には、2５℃では3５℃に比べて心拍数がさら

に増加した（P＜0.0１％）。

4 . 直腸温の推移（図 2 ）

　水温2５℃では、 4回目の水泳後まで徐々に低下して

最終的には開始前の直腸温よりも約 １℃低下した。水

温30℃では、実験犬 B（図 3）を除いてそれほど変化

せず、最終 ８回目の水泳後の直腸温は開始前に回復し

た。水温3５℃ではすべての犬でわずかな増加傾向がみ

られ、最終的に開始前の直腸温よりも約0.6℃高く

なった。

　分散分析と多重比較検定の結果、 １回目の水泳後か

ら ８ 回目の水泳終了後まですべてで2５℃では3５℃に比

べて有意（P ＜0.0１～0.0５％）に低かった。 4および

7回目では 3水温間でそれぞれ有意差が認められた。

　また、実験犬 B における水温3５度での水泳後の直

腸温には変化がみられなかった（図 3）。しかし、水

温2５℃と30℃とではほぼ同様に漸減しながら推移した

70
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190

210

230

25℃

30℃

35℃

開始前 1 2 3 4 5 6 7 8
セット数

心
拍
数

図 １ ：異なる水温下における水泳直後の平均心拍数（回／分）の推移．
＊、＃：同一符号間に有意差あり（ ２ 符号 P<0.0１%、　 １ 符号 P<0.05%）
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が、この様な低下は他の 3頭ではみられなかった。

5 ．皮下温の推移（図 4 ）

　水温3５℃では、皮下温はほとんど変化せずに推移し

たが、2５℃と30℃の 2回目の水泳後まではほぼ同じよ

うに低下した。その後30℃では若干回復したが、2５℃

ではさらに漸減して推移した。分散分析と多重比較検

定の結果、変動幅が大きいことから、すべてのセット

後において統計学的に有意差は認められなかった。

考察
　犬のリハビリテーションにおける水中運動療法の有

35℃
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図 ３ ：実験犬 B の異なる水温おける水泳直後の直腸温の推移．
変動幅が大きく、いずれの温度間にも有意さは認められなかった。
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図 4 ：異なる水温における水泳直後の平均皮下温の推移．
変動幅が大きく、いずれの温度間にも有意さは認められなかった。
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用性については広く知られている。しかし、水温の適

正温度について明確に示されているわけではない。そ

こで、異なる水温下で水泳を行った場合の犬の心拍数、

直腸温、皮下温および一般所見の推移を比較・検討し、

水中運動療法における水温の影響と適正温度について

考察した。

　我々の施設において、水中運動療法を適応しても特

に問題がないと思われる症例犬では、水に慣れた後の

初期の水泳はライフジャケットを着けて １ 回 １ ～ 3分

間から開始している。水泳は、泳ぎに慣れるに従って

3分間の休息を挟んで ５分間とし、体力がついてくる

と １回のリハビリテーションで 6～１0回行っている。

犬が泳ぎに慣れ、なお一層の運動負荷を課したい場合

には、ライフジャケットを外して水泳をさせている。

　そこで、本研究における運動量を水泳時間 ５ 分、休

息時間 3分、そして回数を ８ 回と設定した。

　犬の水泳による運動量について、泳ぎの早さを規定

することはできないが、泳ぎが下手な犬の水泳距離は

短く、上手い犬は距離が長い。しかし、ヒトと同じで

下手な犬は四肢の動きに無駄が多くてばたつかせて泳

ぐため、運動量は長距離を上手に泳ぐ犬に比べてか

えって多いのではないかと思われた。

　一般身体所見の変化は主観的評価ではあるが、実験

に用いた健常な犬においても特に水温2５℃での水泳中

の緊張した面持ちや、休息中の全身的な震えや呼吸促

迫などが認められた。したがって水温2５℃では、病態

動物に対する水中運動療法には低すぎると考えられた。

一方、水温3５℃での水泳中はゆったりとした表情で泳

いでおり、休息中には周りにも興味を示す余裕のある

状態であった。呼吸数は、当初から観察項目としてい

たが、犬が時々示すパンティングのために、結果的に

客観的・経時的に評価できなかった。

　心拍数は、水から上げて休息に入ると急速に低下す

るため、運動後休息に入った直後から１５秒間の値を 4

倍して １分間の計測値とした。心拍数の推移（図 １）

をみると、平均最大心拍数と平均最小心拍数の差は

3５℃が最も小さく、逆に2５℃が最も大きかった。心拍

数は水温が低くなるにつれて増加することから、低す

ぎる水温は心肺機能へ負荷をかけることになると考え

られた。

　直腸温の推移（図 2）においては、水温2５℃では、

運動しているにも関わらず、運動開始前の体温よりも

１℃低下しており、水泳時の水温としては明らかに低

いものと考えられた。一方、30℃では後半に若干低下

したのみであり、3５℃では体温の蓄積から0.6℃の上

昇がみられた。

　体温を超える水温で運動させると心血管系の消耗が

優位に増加する2）といわれることから、体温に近い

36℃を超える水温は避けた方がよいものと思われる。

さらに、水温3５℃では体温の若干の蓄積があることか

ら、本実験以上の運動負荷をかける場合、例えばライ

フジャケットを外して泳がせるなどのようなトレーニ

ングとして水泳をさせる場合には、水温を数度下げた

方が適温ではないかと考えられた。

　皮下温は、環境の影響を受けやすいといわれるため、

休息のためにプールから出した直後にリーダーで読み

取った。室温は2５℃に設定したが、湿度は設定してい

ない。湿度計（プールから 2ｍ、床から約 １ｍの位置

に設置）によると、室内温度2５度で湿度は概ね60％～

８0％であり、高水温時には高い傾向がみられた。この

湿度が、皮下温の測定にどの程度の影響を与えたか検

証が必要ではあるが、皮下温は犬を水から出して約１0

秒未満で測定し、かつ実験中同様に測定したことから、

その推移はほぼ信頼できるものと考えている。

　皮下温の推移をみると、水温2５℃と30℃では 2回目

の水泳終了後までともに同じ様に低下するのに対し、

3回目から2５℃では低下を続け、30℃では若干回復し

た（図 4）。このことから、水温30℃では運動によっ

て発生した熱を十分ではないが体内に留めることがで

き、2５℃では発生よりも水中で奪われる熱量が多いた

め、運動を続けているにも関わらず、皮下温は低下し

続けたと考えられた。

　実験犬 B と D は実習などのデモンストレーション

でも用いられるほど水や泳ぐことになれていた。しか

し、2５℃という水温では、これらのよく馴れた犬にお

いても馴れない犬と同様に心拍数は増加し、直腸温お

よび皮下温はともに低下した。特に実験犬 B におい

ては、成績には示していないが、いずれの水温におい

ても実験終了後にも体温の低下が続いた。 特に、水

温2５℃と30℃では実験終了の １時間後においても直腸

温および皮下温が回復せず、震えていることがあった。

また、実験犬 B は泳ぎになれていることから（表 １）、

泳ぎに無駄があって他の犬に比べて疲れたとは考えら

れず、しかも日常生活では異常がみられないことから、



犬の水中運動における異なる水温下での身体反応からの適正水温の検討

6 Animal Nursing  Vol.１8 No.１, ２０１3

実験犬 B は冷たさや寒さに弱いとのではないかと考

えられた。

　したがって、水温に対する震えなどの生体反応には

個体差があり、個体それぞれで適温が異なるものと考

えられた。そのため、水温設定は最終的には犬に震え

がみられない水温を目安とするのが適切ではないかと

考えられる。

　一方、26～2８℃の低い水温は、水中で静止している

場合には血圧と心拍数を低下させるため ､ リハビリ

テーションよりは、トレーニングとして行う水泳時の

適当な温度である、と記載されている2）。

　水温3５℃では、水泳中の表情に緊張感はなく、心拍

数、直腸温および皮下温の変動が小さく、さらに水か

ら上がった後の震えもなく落ち着いた雰囲気であった。

したがって、初めて水に入る犬の馴化や体力が不十分

な犬に対して行う水中治療として、あるいは本実験に

おける運動負荷程度であれば、若干の直腸温の上昇が

みられるものの、水温3５℃が適温と考えられた。

　一方、持久力向上やいっそうの筋力強化を計るため

の水中運動には、30℃の水温の方が適温と考えられた。

水中運動中では、水温で筋肉が温められるために、あ

まり高い温度ではなく、2８～30℃の水温がよい2）と

されている。本研究においては、 １頭で直腸温が下

がったものの、実験範囲の中間である30℃は心拍数の

上昇と直腸温の変動が少なく、かつ心肺機能の向上が

期待されるものと考えられた。

　水中運動における最適水温は、水から出たあとの高

体温や震えがみられないなどの生体反応が指標になる

ものと考えられた。

　本実験の結果から、犬のリハビリテーションにおけ

る水中運動時の水温は30℃～3５℃の間が適正であると

考えられた。さらに、この幅の範囲で病態や個体差お

よび運動量などの要素を加味して水温を設定するべき

であると考えられた。

　水中運動療法は水を大量に使用し、場所や設備の面

においてコストがかかるため、プールが設置されてい

る動物病院は少ない。しかし陸上での運動とは異なる

特性により、さまざまな効果が得られることから、本

研究の結果が今後動物に対す水中運動療法の発展に繋

がることを期待したい。

引用文献
１ ）角野弘幸、北尾貴史：水治療、犬のリハビリテーション、
274-2８6、インターズー、東京、2007

2 ）長谷川篤彦監訳 : 水治療法、犬と猫におけるリハビリテー
ション、支持療法および緩和療法、１26-１3５、㈱学窓社、東京、
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3 ）枝村一弥、佐野忠士：水治療法、犬と猫のリハビリテー
ション実践テクニック、１09-１１８、インターズー、東京、
2010
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要約
　歯ブラシによる歯垢除去は、イヌの歯周病予防にお

いて最も有効である。しかしヒトとは異なり、イヌの

歯磨きは飼主により行われる。そのため動物看護師の

役割として、飼主が歯磨きを長期的に行えるような支

援と使いやすい歯ブラシの選択への援助があげられる。

そこでデンタルケアにおける動物看護師の役割と飼主

との関係を把握するため、動物看護師にアンケート調

査を行った。その結果、治療を受ける動物に対する援

助には関わっているものの、予防支援は、飼主の要求

が動因であることが明らかになった。次に使いやすい

歯ブラシの提案にむけて、市販歯ブラシ 3本とイヌ 3

頭を用いて使用感調査を行った。歯磨きは日本獣医生

命科学大学獣医保健看護学科生40名が、各々の方法で

行った。調査開始前後に歯肉状態を評価し、 2分間の

歯磨き後、使用感アンケートを行った。その結果、実

施者が最も使用感があると回答した歯ブラシと歯肉の

状態が最も改善した歯ブラシは一致せず、 2つを満た

す新たな歯ブラシの必要性が明らかとなった。

キーワード：犬用歯ブラシ、犬のデンタルケア、動物

看護

SUMMARY
　Plaque removal by toothbrush is the most effective 

in the prevention of periodontal diseases in dogs. But 

unlike people, dog toothbrush is carried out by 

owners.

　The role of veterinary nurse could be to support 

pet （dog） owners to brush the teeth for long term 

and also in the selection of easy-to-use toothbrush. So 

in order to understand the relationship between the 

owner and the role of the nurse in animal dental 

care, we conducted a questionnaire based survey. As 

a result, Nurse is involved in the assistance to the 

animal treatment. Pet （dog） owners are actively 

motivated to take （disease） prevention measures. 

Performed investigation using three dogs and three 

commercially available toothbrushes in the market, 

to find an easy-to-use toothbrush. 40 School of 

Veterinary Nursing and Technology, Faculty of 

Veterinary Science, 40 students from Nippon 

Veterinary and Life Science University have carried 

out （casual） studies （evaluation） of washing teeth. 

They gave feedback about their feelings after 

brushing 2 times a day and 2 minutes each time. On 

the first day and on the last day they performed a 4 

layer evaluation about the state of bloating and 

gems. As a result there was a mismatch between 

the brush that was actually was elected after using 

on the studies mentioned and the brush that actually 

improved the gems of the teeth. So the factors that 

really influence are owners brushing style, type of 

brush, body characteristics and also the type of dog.

　Based on these studies and evaluations it is 

observed to be very important for the veterinary 

nurse to be aware that the type of brush and 

situation are very important factors for the animal 

dental care.

 受理：2014年 １ 月30日
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序文（Introduction）
　近年、イヌの口腔内疾患は増加傾向にあり、中でも

その発症率が最も高い疾患が歯周病である［１］。

　イヌの歯周病は、家庭犬の約 ８割が罹患していると

言われる。この疾患は予防が可能であり、特に家庭で

の継続したケアが重要である。その際、歯ブラシによ

る歯垢除去が最も有効とされている［１］。

　しかしヒトと異なり、イヌの歯磨きは飼主によって

行われる。そのため継続したケアを行うには飼主のモ

チベーションが大きく影響し、歯の磨き方を指導する

ばかりでなく、歯科予防の重要性を認識させることが

求められる［2］。そのため、正しい知識と技術をもっ

た動物看護師による、イヌのデンタルケアを長期的に

行える飼主への支援と使いやすい歯ブラシの選択への

援助が必要であると推測される。

　そこでまず、動物病院に勤務している動物看護師が

実際に受けたイヌのデンタルケアについての相談内容、

対象年齢・犬種等を把握することで今後のデンタルケ

アにおける動物看護師の役割を考察する。

　また同時に市販の歯ブラシを用いて、歯磨きを行っ

たイヌの口腔内衛生を保つことができ、飼主にとって

の使いやすさとは何かを調査する。そこから新たな歯

ブラシの提案に向けての示唆を得ることを目的とした。

方法（Method）
1  ．動物看護師へのデンタルケアにおけるアンケート

調査

　 １ ）動物看護師１00名にデンタルケアに関するアン

ケート調査を行った。質問は、デンタルケア製品に関

してやスケーリングに関わった経験の有無、患者動物

に対する援助内容、デンタルケアの相談内容について

であった。アンケート回答様式は選択回答式と自由記

述式とした（複数回答可）。選択回答は単純集計を

行った。

　 2）調査期間は20１3年 3 月 7 日～ 4月22日であった。

2 ．市販歯ブラシの使用感調査

　 １ ）日本獣医生命科学大学で飼育する、ビーグル犬

3頭（犬 １ 、 2、 3）に対して、市販歯ブラシ 3種

（歯ブラシＡ、Ｂ、Ｃ）を用いた。犬 １ に歯ブラシＡ、

犬 2に歯ブラシＢ、犬 3に歯ブラシＣを対応させ行っ

た。また犬への歯磨きを実施した同大学獣医保健看護

学科 4年生には歯ブラシの形状と磨きやすさに関する

使用感アンケート調査を実施した。

　 2）歯磨き方法は、特に規定せず実施者各々の方法

とし、 2分間行った。歯磨きは食後30分以内に １ 日 １

回行い、歯磨き時には同学科生 １ 名がイヌの体を後ろ

から支える様に保定した（図 １ ）。 １ 回につき学生 3

名（ランダム交代式）で行い、計40名が行った。なお

40名中39名が右利きであり、 １名が左利きであった。

また調査前までのイヌに対する歯磨き経験は全員が １

年以上であった。また日頃から対象犬は歯磨きを習慣

としていた。

　 3）各歯ブラシの正面写真を図 2 - ａに、側面写真

を図 2 - ｂに示した。また、各歯ブラシの形状につい

ては表 １に、歯ブラシの対象犬については表 2に示し

た。さらに本実験に使用した 3種とは異なるが、普段

イヌ 3 頭に使用している幼児用歯ブラシ（歯ブラシ

Ｄ）についても図 １ - ａ、ｂおよび表 １ に示した。市

販される犬用歯ブラシにはヘッドに傾斜が有るものや

無いもの、ハンドル部を手に持つものから指にはめる

ものなど様々な形状がある。そこで歯ブラシの形状が

全く異なるタイプの市販歯ブラシ 3種を今回は選択し

た。

　 4）選択回答式の質問では実施者が最も近いと思う

項目を選択した。磨きやすさに関する判定基準は、良

い、やや良い、普通、やや悪い、悪いとし、それぞれ

５ 点、 4点、 3点、 2点、 １ 点と数値化し、項目ごと

図 １ ：対象犬への歯磨きの様子再現
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に平均値を算出した。対象部位は、外側（頬側）の歯、

内側（舌側）の歯、前歯（切歯）、奥歯（臼歯）とし

た。調査開始前後の歯周状態は、歯肉充血・腫脹の程

度により特開2009-１73５５８「抗イヌ歯周病組成物」ゲ

ンコーポレーションを参考に 4段階評価とした。前後

での炎症程度の評価が １段階の改善では＋ １ 、 2段階

では＋ 2、 3段階では＋ 3とし、悪化した場合にはそ

れぞれ－ １、－ 2、－ 3として結果に示した。変化の

無い部位は 0とし歯の欠損部位は×とした。また今

回無麻酔下であり、後臼歯において一部評価できな

かったため、その部位においては△とした。

　 ５）調査期間は20１3年 3 月 ８ 日～ 4月 4日であった。

結果（Result）
1 . イヌのデンタルケアに関するアンケート調査

　 １ ）デンタルケア製品の薦め方、デンタルケア指導

の仕方については、どちらの質問に対しても、「飼主

が気になる様子があれば行う」が、4５% 以上で最も

多かった（図 3 – ａ、ｂ）。

図 ２ - ａ方法 ２ に用いた歯ブラシの正面写真。
左から歯ブラシ A、B、C、D

図 ２ - ｂ方法 ２ に用いた歯ブラシの側面写真。
上から歯ブラシ A、B、C、D
図 ２ ：方法 ２ に用いた歯ブラシ写真

表 １ ：歯ブラシの形状について

ブラシ毛
直径（㎜）

ヘッドの
大きさ（㎜）

柄の長さ
（㎜）

その他特徴

歯ブラシＡ 0.2 15 190 15°の外向きヘッ
ド

歯ブラシＢ 0.07 11 75 柔らかいブラシ毛

歯ブラシＣ 0.07 （直径）12.7
（高さ）15

120 立体的な柄
360°植毛（密毛）

歯ブラシＤ 0.3 15 100 小児用ブラシ

表 ２ ：各歯ブラシの対象犬について

歯ブラシ 名前 年齢 性別 体重
（㎏）

BCS 犬種

Ａ 犬 1 6 才10ヶ月 去勢♂ 11.5 3/5 ビーグル犬

Ｂ 犬 2 7 才 2 ヶ月 避妊♀ 7.6 3/5 ビーグル犬

Ｃ 犬 3 1 才 4 ヶ月 去勢♂ 12.7 3/5 ビーグル犬

0 10 20 30 40 50 60 70

飼い主が気になる様子があれば行う

歯科疾患が疑われた時のみ行う

説明を求められた時のみ行う

積極的に薦める

63

35

23

20

図 ３ - ａ販売製品の薦めについて（延べ数）ｎ＝１4１
縦軸は選択回答の項目、横軸は選択した人数を示す

0 10 20 30 40 50 60 70

飼い主が気になる様子があれば行う

指導を求められた時のみ行う

積極的に指導を行う

デンタルケア商品を購入された
飼い主のみ行う

全く行わない

59

33

23

10

1

図 ３ - ｂデンタルケア指導内容について（延べ数）ｎ＝１２6
縦軸は選択回答の項目、横軸は選択した人数を示す。
図 ３ ：動物看護師に対するイヌのデンタルケアについての
アンケート結果

ａ

ｂ
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　 2）スケーリングに関わった経験の有無においては

８0％が「はい」と答えた。その回答者を対象にスケー

リング時の援助内容を尋ねると、処置に関する介入が

多く、その後の家庭でのケアについては少ないという

回答であった（図 4 - ａ、ｂ）。

　 3 ）「犬のデンタルケアに関する相談を受けたこと

があるか」の質問に対して、８１％が「はい」と答えた。

また犬種はミニチュアダックスフンドが最も多く挙げ

られた（図 ５ - ａ、ｂ）。その傾向として小型犬種が

主であり、年齢では 7歳以上の中・高齢犬が30人中23

人（60％）であった（図 ５ - ｂ、ｃ）。受けた相談内

容では、ケア商品やホームケアに関する悩みが１１0件

中69件（63％）であった（図 ５ - ｄ）。

80%

14%

6 %

はい

いいえ

無記名

図 4 －ａスケーリングに関わった経験の有無（人）ｎ＝１00

0 5 10 15 20 25 30 35 40

助手・保定

スケーリングの器具の用意
片付け

麻酔の管理

スケーリング

呼吸の管理

術後口腔内消毒

歯石を取る

スケーリング後のホームケアの
管理

歯磨き指導

日々の生活に対する
不安の相談にのる

図 4 －ｂ スケーリング時における動物看護師の
援助内容（延べ数）ｎ＝１１5
縦軸は自由記述欄の回答内容、横軸は回答した人数を示す
図 4 ：動物看護師に対するイヌのスケーリングについての
アンケート結果

81%

17%

2 %

はい

いいえ

無記入

図 5 －ａデンタルケアの相談を受けた経験の有無（人）ｎ＝１00
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15
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2 ．市販歯ブラシの使用感アンケート
　 １）歯ブラシの形状について、歯ブラシＣが適切で

あると選択した実施者が、柄の長さでは2８人中2５人

（８9%）、柄の太さでは2８人中24人（８6%）であった。

ヘッドの大きさに関しては、歯ブラシＡが適切である

と選択した実施者が2８人中22人（79%）であった（図

6 - ａ、ｂ、ｃ）。

　 2 ）各部位の使用感について、内側の歯・外側の

歯・前歯・奥歯の磨きやすさにおいては、歯ブラシＢ

で高得点であった。外側の歯の磨きやすさにおいての

み、歯ブラシＡが最も良いとされた（図 6 - ｄ）。

　 3）各ビーグル犬の歯肉の炎症状態の変化について、

調査初日と最終日の各歯ブラシを使用したイヌの歯周

の炎症評価を比較すると、歯ブラシＡにおいて、下顎

臼歯の歯周組織に改善がみられ、また歯周組織の状態

変化に左右差があった（表 3）。

　歯ブラシＢにおいては、主に切歯に状態の改善が見

られたが、臼歯においてはほぼ状態の改善は見られな

かった（表 3）。

　歯ブラシＣにおいて、主に下顎臼歯に歯周組織の状

態の改善が見られ、下顎において左右差があまり見ら

れなかった（表 3）。

図 6 －ａ柄の長さ（人）ｎ＝２8

歯ブラシＡ 1414 1010 44

歯ブラシＢ 22 1616 1010

歯ブラシＣ 1414 11 1111

短すぎる 少し短い 適切 少し長い 長すぎるａ

図 6 －ｂ柄の太さ（人）ｎ＝２8

歯ブラシＡ 4411 2020 33

歯ブラシＢ 33 77 1818

歯ブラシＣ 2424 33 11

短すぎる 少し短い 適切 少し長い 長すぎるｂ

図 6 －ｃヘッドの大きさ（人）ｎ＝２8

歯ブラシＡ 44 2222 22

歯ブラシＢ 55 2323

歯ブラシＣ 1717 3388

小さすぎる 少し小さい 適切 少し大きい 大きすぎるｃ

図 6 －ｄ磨く部位別評価（人）ｎ＝２8
縦軸は平均点、横軸は対象部位を示す
図 6 ：各歯ブラシの型における使用感アンケート
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考察（Discussion）
1 ．イヌのデンタルケアに関するアンケート調査

　結果より、治療を受ける動物への援助は積極的に行

われているものの、予防支援は飼主のはたらきかけに

より行う者が多かった。一方、飼主は身近な専門的援

助者として動物看護師に期待している［3］。だからこ

そ予防が重要視される歯科疾患において［１］、予防支

援は必要不可欠であり、今後動物看護師は、積極的な

飼主へのはたらきかけが期待されるのではないかと考

えられる。

　次によく相談を受けるイヌの年齢では中・高齢犬が

半数であり、その犬種は主に小型犬であった。この背

景として、飼育犬の高齢化［4］や、トイプードルやチ

ワワ等の小型犬が飼育数上位犬種である（一般社団法

人 JKC）ことが考えられる。さらに歯周病は大型犬

よりも小型犬の方が高い発症率であり［2］、 １ 歳未満

より 7歳以上のイヌにおいてそのリスクが 2倍以上高

い［５］。そのため、中高齢期、歯科疾患になって初め

て歯磨きの必要性を理解する飼い主が多いと考えられ

る。よって、今後中高齢以上の歯ブラシ開始や、小型

犬に適するもののさらなる要望が考えられる。

2 ．市販歯ブラシの使用感アンケート

　歯ブラシＢが内側の歯・前歯・奥歯で最も磨きやす

いと評価された。この歯ブラシは、柄が最も短く、

ヘッドの小ささが主な型の特徴である。ヒトにおける

歯垢除去効果において、ヘッドがより小型であること

は操作性の向上に繋がり、磨きやすいと言われてい

る［6］。小型であることが、操作性を向上させ、磨き

やすさに繋がったと考えられる。さらに、 3つの型の

歯ブラシのうち、日頃実施者が自分に用いている歯ブ

ラシの形状と同様な型であることも使いやすさと関係

している可能性もある。

　また、歯ブラシＡはＢに次いで使用感評価が高く、

外側の歯に関しては最も磨きやすいという評価であっ

た。この歯ブラシは外向きヘッドと長い柄が特徴であ

る。臼歯頬側に対し、ブラシの曲面が異なる平面と

ドーム状とでは歯垢除去効果に著しい効果の違いが認

められたという報告がある［7］。歯ブラシＡにおいて

外側の磨きやすさが最も高評価であったことから、

ヘッドの角度が湾曲している歯列と頬側に対して挿入

し易かったと考える。

歯ブラシＣは、使用感においてどの部位も最も磨きづ

らいとされた。また型に関するアンケートでは柄の長

さと太さが適切であるとの評価が多くあった。歯ブラ

シＣは普段対象犬の歯磨きに使用している歯ブラシＤ

の柄の長さと最も近く、また柄も他の 2つの歯ブラシ

が平面的で幅がないのに対し、立体的で幅があるため

実施者が握りやすかったと考えられる。

　ヘッドの大きさに関して、歯ブラシＡと歯ブラシＣ

は同じ大きさであるが、アンケートでは歯ブラシＡの

方が評価は高かった。一方で歯ブラシＣはヘッドがむ

しろ少し小さいと感じる人が多かった。このことから

円柱型歯ブラシはヘッドの大きさが小さく感じる傾向

があると考える。

　各ビーグル犬の歯肉の炎症状態の変化において、歯

周の炎症状態で最も改善が見られたものは歯ブラシＡ

であり、また最も見られなかったものは歯ブラシＢで

あった。一方で実施者が全体的に歯をよく磨けたと評

価したのは歯ブラシＢであり、したがって今回の調査

では口腔内の衛生を最も保てた歯ブラシと実施者が最

も使いやすいと感じた歯ブラシは一致しなかった。

　また歯ブラシＡは今回の調査した歯ブラシの中で最

もブラシ毛の直径が太い。清掃効果において、ブラッ

表 ３ ：各歯ブラシの調査初日と最終日での歯肉状態の変化
表 ３ － ａ歯ブラシＡを用いたビーグル犬の歯肉状態の変化

A I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M1 M2 M3

右 上 0 0 0 0 0 0 0 0 -1 0 -

下 0 0 +2 +2 0 +1 +1 0 +2 +2 +2

左 上 0 0 0 +2 0 0 0 0 0 +2 -

下 0 0 -1 -1 0 0 0 0 0 +1 +1

表 ３ - ｂ歯ブラシＢを用いたビーグル犬の歯肉状態の変化

B I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M1 M2 M3

右 上 × × +1 -1 × × +1 　 0 0 -

下 0 0 0 0 -2 +1 -1 × 0 0 1

左 上 0 -1 0 0 0 0 +2 　 0 -1 -

下 +1 +2 0 0 × 0 0 0 0 0 -1

表 ３ - ｃ歯ブラシＣを用いたビーグル犬の歯肉状態の変化

C I1 I2 I3 C P1 P2 P3 P4 M1 M2 M3

右 上 0 0 0 0 0 0 +1 0 0 △ -

下 0 0 0 0 0 +1 +1 +2 +1 △ △

左 上 0 0 -1 0 0 0 0 0 0 △ -

下 0 0 +1 -1 0 0 +1 +1 +1 △ △
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シング圧と歯垢除去効果には密接な関係があり、圧が

高い方が、効果が現れると言われている［８］。歯ブラ

シＡのブラシ毛の太さが、最も歯肉の炎症改善が見ら

れた理由と考える。しかしブラシ毛が太いことで歯肉

溝の中まで挿入できず、改善が見られない可能性もあ

る。そのため適度なブラシ毛の太さの検討も必要であ

ると考えられる。

　また全頭において、炎症の改善に下顎での偏りがみ

られた。歯磨きによる機械的刺激の効果について、下

顎のブラッシングは上腕が体に接触し安定性がよいと

言われる［9］。イヌの歯磨きを行う際にも、磨く体制や、

位置が関係する可能性が考えられた。

　また 3つの歯ブラシのうち、炎症状態の改善が多

かった歯ブラシＡとＣでは、歯ブラシＡの対象犬にお

いて、下顎での状態改善は右側に集中していたが、一

方で歯ブラシＣの対象犬では下顎の右側・左側で改善

が見られた。

　人における歯磨きでは右利きは右側、左利きは左側

に磨き残しがあるといわれ、利き腕が磨き残し部位に

関係することが知られている［１0］。今回の調査におい

ても、利き腕による改善部位の差が考えられた。一方

歯ブラシＣでは左右差が特に見られなかったことから、

360°植毛は利き腕による差が現れにくい可能性も考

えられた。

　今回は、一般家庭でのイヌの歯磨きを想定し、歯磨

き法は特に規定しなかったが、比較的イヌの扱いに慣

れている動物看護を学ぶ学生による調査であった。し

かし以上の結果により各歯ブラシを使用したイヌの歯

周の炎症改善には大きなばらつきが出ている。清掃効

果と関係のあるブラッシング圧は歯ブラシ、歯磨き法、

歯ブラシを操作する力や癖に影響される［８］［１１］ことか

ら、イヌの歯磨きにおいても、操作しやすい歯ブラシ、

そしてその操作法が大きく影響すると考えられる。今

回用いた犬はビーグル犬であり、ビーグル犬は中型犬

のため、中型犬における評価に用いた歯ブラシにおけ

る使用感であった。しかし、犬の大きさは、様々であ

り １ kg から８0kg ぐらいまでの犬種が存在し、それぞ

れ歯の大きさも異なる。したがって、犬の大きさ、さ

らには頭蓋の形態によって歯列も異なるために、今後

は、これらの点も考慮して検討を重ねていく必要があ

ると思われる。具体的には、歯の大きさや歯列に応じ

た歯ブラシはどのようなものかをさらに追求していく

ことが大切である。このことから今後動物看護師によ

る各犬種に応じた、歯磨きにおける飼主への介入の必

要性が示唆された。

結論（Conclusion）
　今回のイヌのデンタルケアについてのアンケート結

果から、飼主からの相談の傾向として、歯科予防に関

するものが多くあり、対象は中高齢以上または小型犬

で、歯ブラシに不慣れなイヌとその飼主に対する、今

後の動物看護師の介入の必要性が考えられた。

　方法 2 の結果の考察から、小さなブラシヘッドによ

る操作性の向上、外向きブラシによるイヌの歯列に対

する動かし易さ、プラスチック面の少ないことで使用

頻度の高い機能歯を中心とした歯磨きが行えることが

分かった。さらに歯科疾患予防を見越した、歯肉の炎

症状態がより改善することを踏まえ、歯面に対して適

度なブラッシング圧がかかるような適度なブラシ毛の

太さの検討も必要であると考えられた。

　またどの歯ブラシにおいても、操作法による影響が

考えられることから、歯ブラシをどのように使用する

ことで歯周状態が改善できるのか検討し、操作法にお

ける飼主教育への介入の必要性も明らかとなった。

　イヌの歯磨きを行う場面において、イヌの個体差、

飼い主による歯ブラシ操作法、歯ブラシの形状等が関

連因子としてあげられ、互いに影響していることが推

測された。これらは今後動物看護師としてデンタルケ

アでの介入すべき場面や使いやすい歯ブラシを形にす

る上で、重要な鍵になるかもしれない。
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石田恒雄

１ ．序文
　小動物診療において、抗菌剤は最も広く用いられる

薬物の一つである。薬物とは、薬理作用を有する化学

物質（有効成分）そのもののことで、それを加工して製

剤化し、臨床現場でそのまま投与できるようにしたも

のを薬剤という。抗菌剤と抗菌薬は、それぞれ薬剤と

薬物に該当する１）。抗菌剤は化学的に合成された主に

微生物細菌や細菌感染症に使用される薬剤として使用

される。抗菌剤は金属無機系抗菌剤と有機系抗菌剤と

に分類されるが2 ）、殺菌的か、静菌的かの作用様式に

よる分類や作用機序による分類もなされている3 ）。

　薬力学、薬物動態学、臨床薬理学、および病気にお

ける管理や生理的機能を回復させる上で合理的かつ適

切な薬の使用方法に関する知識は、動物医療・看護に

おいても重要である。他方、動物の感染症に対する化

学療法剤としても、広く抗菌剤が使用されており4 ）、

また、動物衛生に対しても、洗浄、消毒および滅菌に

一部抗菌剤が使用されている５）。従って、動物医療・

看護領域においても、動物治療に使用する抗菌剤の薬

理作用を深く理解することは重要である。

　金属無機系の銀イオン・酸化チタン光触媒は、高い

抗菌活性を発揮することが認められている6 ）、 7 ）。こ

れを利用し、有機系抗菌薬（経口ニューキノロン系）に

鉄、カルシウム、マグネシウムなどの金属を入れて、

体内動態に及ぼす金属イオン含有製剤の影響に関する

報告もなされている８）。また、銀イオン ･ 酸化チタン

光触媒は銀を利用した農業 ･抗菌資材 ･養液栽培培養

液殺菌への病害防除技術開発9 ）、光触媒の医療への応

用と実用化１0）、光触媒酸化チタンコート剤の抗菌効果

による保健福祉施設と病院における環境衛生対策１１）

などへの貢献が期待されている。特に酸化チタン光触

媒ナノ粒子を抗癌剤として人および動物医療へ適用す

るための開発が注目されている。この手法は、光照射

可能な内視鏡を使って、悪性腫瘍に微粒子酸化チタン

を注射し、その癌細胞を殺すというものである１2）。

　本稿では、これら様々な応用が展開されている銀イ

オン（Ag+）と酸化チタン（TiO 2）光触媒の抗菌剤なら

びに抗菌作用機序を取りまとめる。

2 ．抗菌作用とは
　抗菌とは、最も広義に使われる言葉であり、微生物

細胞を殺菌、除菌、滅菌、静（制）菌、増殖阻害する状

態と定義される2 ）。抗菌作用は細菌の増殖曲線と増殖

阻止曲線によって表される。抗菌作用に対しては抗菌

剤の添加による増殖曲線の低下を示す増殖抑制作用、

増殖の停止で生菌数が一定となる静菌（抗菌）作用、生

菌数が急速に低下する場合の殺菌作用、最終的に微生

物を全て殺すという滅菌作用などがある。微生物細胞

への抗菌剤の攻撃による抗微生物作用の直接的原因と

なる必須の構造や機能を「一次作用点」と呼ぶ。抗菌

薬がその作用部位で起こる現象には、細胞壁合成阻害、

タンパク質合成阻害、細胞膜障害などがあり１3）、それ

ぞれの作用部位に作用する抗菌薬がある。

３ �．二つの物質透過のバリアを有するグラム陰
性菌の表層構造

　グラム陽性菌とグラム陰性菌の細胞表層構造を図 １

に示す１4）。微生物細胞の表層構造は、グラム陽性菌の
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細胞壁では、細胞質膜の外側にペプチドグリカンの

シートが厚く多重層（最大2５層程度）を形成している。

ペプチドグリカンが細胞壁の構成成分の重量の40～

８0％を占め、ときには90％にまで達することがある。

グラム陽性菌は壁タイコ酸やリボタイコ酸、細胞質膜

の外側に厚い多重層ペプチドグリカンが存在し、細胞

質膜のみが物質透過のバリアを形成している。

　それに対して、グラム陰性菌の表層構造において、

グラム陰性菌の細胞壁は、細胞質膜の外側に単層のペ

プチドグリカンシートが存在し、さらにその外側を生

体膜である外膜が覆っている。グラム陰性菌は外膜と

細胞質膜内膜の二つの物質透過のバリアが存在してい

るのが特徴である。

　グラム陽性菌に対する抗菌実験結果のデータは不足

しており、その場合の抗菌作用過程を明確に解説する

ことは現時点ではできない。対して、グラム陰性菌を

対象としての定量的な抗菌実験結果のデータは多く輩

出されており、その抗菌作用過程の検証が可能である

ことから、本稿では、グラム陰性菌に対する抗菌作用

機構を考察する。

４ ．銀イオン抗菌剤の抗菌作用過程
　金属が陽イオンとして溶出することによって抗菌作

用を示す抗菌剤に、Ag+，Cu 2+ などを用いたものが

ある。Ag+ と細菌細胞との抗菌作用機構は明確に解

明されていないのが現状であるが、図 2 にグラム陰性

の細菌細胞への Ag+ の攻撃の抗菌作用過程を模式化

した。グラム陰性菌細胞と Ag+ の生体内相互反応の

定量的解析から、それらの抗菌剤の薬効成分（金属イ

オンや有機官能基など）が細胞壁を破壊し、タンパク

質合成を止め、細胞膜の傷害を起こし、核酸の合成を

止めるなどの一連の抗菌作用過程を実測的に説明する

ことが可能である。

　Ag+ の細菌細胞への侵入過程は次のようである。

① Ag+ は呼吸鎖酵素のチオール基（-SH 基）と反応し

て、細菌細胞を不活化する。-SH 基の化学修飾で、

タンパク質は重金属イオンと反応し金属との結合体を

形成する性質のあることが知られており、特に Ag+

とシステインのチオール基との反応性は非常に高いと

されている１５）。

② Ag+ は細菌の外膜・細胞質膜を一部破壊し、菌体

内部まで攻撃・侵入し、タンパク質合成機能不全を起

こす。一方、Ag+ は菌体内移動でアミノ酸配位子を

持つ Ag（Ⅰ）錯体を外膜・細胞質膜・細胞質で各々

形成する１6）。

　Ag+ は、最初に外膜と細胞質膜の一部を損傷し、

外膜と細胞質膜（内膜）の間のペリプラズム空間を通り

抜けて、菌体中央部まで侵入し、細胞質を攻撃してい

く。最終的には、細胞質が菌体外に溶出され、外膜と

細胞質膜も消失、細胞質にあるリボソームのタンパク

質合成機能が不全となる。その結果、生体エネルギー

であるアデノシン三リン酸（ATP）合成ために必要な

ATP 合成酵素の生産が停止し、細胞膜のペリプラズ

マ空間で行われる ATP 合成も阻害されて、細胞形態

の維持が不可能となる１7）。

③ Ag+ は細胞中央部にある DNA の二重鎖塩基対と

図 １ 　ａグラム陽性菌とｂグラム陰性菌の細胞表層構造１4）
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相互に反応し、強固な銀錯体を形成する。この Ag+

―DNA 錯体は、図 3 に示すように、GC（G：グアニ

ン，C：シトシン）塩基対および AT（A：アデニン，

T：チミン）塩基対からのプロトン（Ｈ+）放出に伴っ

て形成される。その要因は、Ag+ は d１0電子を持つた

め DNA の塩基と相互反応し、直線型の安定した錯体

を形成することによって、それぞれの塩基対の

NH･･･N の水素結合を切断し、その代わりに直線型

2配位である N － Ag － N の強い結合が形成される

というものである１８）。その結果、細菌の遺伝子の複製

や転写（蛋白質発現）等が停止し、細菌を死に至らし

める。

④ Ag+ は菌体の表層に接触すると、呼吸鎖の酸素が

代謝の過程から活性酸素種（ROS）が発生する。菌体内

で発生する活性酸素種が菌体内の DNA の損傷や蛋白

質の変性などを引き起こす。その活性酸素種としてヒ

ドロキシルラジカル（OH･）、スーパーオキサイドア

ニオンラジカル（O2
-･）、過酸化水素（H2O 2）などが

ある。活性酸素種は菌体の外膜・内膜・細胞質膜を通

り、抗菌活性を起こす。O2
- の還元から生成した

H2O 2は細胞質膜を速やかに透過し、OH･ を生成する。

また、 2価鉄（Fe 2+）の抗菌過程の場合では、一次

作用点は菌体表層または外膜にあるとし、反応が進行

すると、細胞質膜を透過した酸素分子と 2 価鉄によっ

て、細胞内で活性酸素が生成される。この活性酸素種

が細胞内膜に結合する、あるいは膜近くに局在する染

色体 DNA に作用して損傷を与える。Fe 2+ の殺菌機

構は酸素活性種が関与するフリーラジカル反応機構に

よるとされている１9）。

５ ．酸化チタン光触媒反応による抗菌作用過程
　通常の抗菌剤は薬効成分の溶出による抗菌・殺菌で

あるのに対し、TiO 2光触媒物質は光照射により生成

する活性酸素による反応であるため薬効成分の溶出は

ない。酸化チタンの持つ強い酸化力は、大腸菌や緑膿

菌などの菌内の捕酵素（CoA-SH）や呼吸系に作用する

酵素を破壊し、菌の増殖を抑える。さらに、TiO 2光

触媒物質は、たとえば、大腸菌から出る毒素やウイル

スそのものも分解できるのが特徴である。

外膜
（リン脂質）

細胞質膜 細胞質

ペ
プ
チ
ド
グ
リ
カ
ン

Ag+ Ag+ Ag+ Ag+

銀錯体の形成 銀錯体の形成 銀錯体の形成

･OH O2－
H2O2

①Ag+ とリポゾームの相互作用。
②ATP産生に必須の酵素と
　タンパク質の合成発現阻害。
③DNAの二重鎮塩基間の
　H+ の代わりにAg+ 置換、
　最近増殖機能停止。

銀イオンと -SH基を有するシステイン、
またはペプチドとの強い結合
（アミノ酸（システイン）：
　HS-CH2-CH（-NH2）-）

図 ２ 　グラム陰性菌への銀イオンの殺菌作用過程

図 ３ 　 AT（A：アデニン、T：チミン）と GC（G：グア
ニン、C：シトシン）塩基対のプロトン放出に伴う
Ag+-DNA 錯体の形成
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　酸化チタン光触媒に光照射すると、励起された電子

（－）と電子が抜けた正孔（＋）とが生成する。その両者

が再結合する直前に、触媒物質表面で発生する活性酸

素種の強力な酸化還元反応によって生体高分子・有機

物を分解して、強い抗菌作用を起こす。

①触媒表面に拡散した励起電子は表面に吸着した酸素

と反応し、O2
- を生成する。この活性酸素 O2

- は H+

と反応して、より活性の高い HO2・ラジカルを形成

し、H2O 2を経て酸化反応に関与する。電子は強い還

元力を持つ。

　過酸化水素はリン脂質膜やタンパク質などの酸化を

介して二次的にも生成し、DNA損傷に関与する。

②一方、正孔は表面に存在する吸着水や表面 -OH 基

を酸化し、酸化力の高い ･OH を生成する ｡ あるいは、

O2
- と反応して原子状酸素（･O）を生成する。有機

化合物が正孔と反応して酸化分解して、最終的には二

酸化炭素や水に分解する。正孔は強い酸化力を持つ。

結局、励起電子の酸素還元による生成の O2
- と正孔

の水の還元による生成の水酸基ラジカル（－ OH･）と

の強い酸化力によって殺菌作用を起こし、生体有機物

を分解する。

　TiO 2光触媒反応による殺菌作用過程の模式図を図

4 に示す。グラム陰性菌の細胞壁成分が活性酸素種

OH･ や O2
- を捕捉して細胞壁が酸化分解されること

によって外膜が損傷され、次いで OH・や O2
- が細胞

質膜のりん脂質から電子を奪い酸化させて過酸化脂質

となり細胞機能の阻害を起こし、さらに活性酸素種の

細胞内部への直接的攻撃を可能としている。細胞壁と

細胞質膜が酸素活性種によって破壊され、その結果細

胞内物質の Ca 2+，Na+ などが溶出され、細胞を死に

至らしめる。その際に、細胞壁の外膜は障壁としての

役割を果たすが、ペプチドグリカン層はその障璧とは

ならない。グラム陰性菌の場合、ペプチドグリカン層

は外壁の内側に薄くあり、生成した活性酸素種の攻撃

の対象になっていない20）。その理由として、光触媒に

よる大腸菌の殺菌の場合、殺菌にペプチドグリカンの

低分子化は関与していないこと、障壁となるペプチド

グリカン層ではなく外膜に作用すること、などが挙げ

られる。生成した H2O 2は、細胞膜、核膜を構成する

リン脂質膜を透過し、DNA 損傷作用に働く。生成し

た活性酸素種が DNA 塩基とどのような機構で反応す

るか、詳しくは分かっていない。また、酸化チタンの

粒径が小さいほど、細胞内の損傷を速く起こすことが

明らかにされている。励起電子と正孔とは再結合して

細胞内に残存する。細胞内のどの部分に再結合した酸

化チタンが残るかまだ分かっていない。

　医療現場において、酸化チタンカテーテルと銀を付

着させた酸化チタンカテーテルの生体内での安全性に

ついては動物実験や毒性試験の結果から問題ないこと

が報告されている2１）。

６ ．ナノ粒子型銅と酸化チタンの創製
　抗菌剤粒子をナノサイズにすると、量子サイズ効果

による抗真菌活性を示す。ナノ粒子銀の場合、その径

を平均約 ５ nm と極限まで小さくすると、強い抗真菌

外膜 細胞質膜 細胞質
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チ
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TiO2 微粒子

励起電子 e－

正孔　　ｈ+

再結合 TiO2

光照射

図 4 　酸化チタン光触媒によるグラム陰性菌に対する殺菌過程
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活性を示す6 ）。一方、粒径の小さな酸化チタンは表面

積・表面結晶面の活性点の増加や量子サイズ効果によ

る酸化力の増大の要因によって、光触媒反応の向上と

触媒能の高活性化に寄与し、抗菌性が増す22）。

　ナノ粒子型銅・酸化チタンの創製は、強圧縮加工作

用のあるメカニカルミリング（MM、ボールミル、機

械的攪拌）法23）によって行われ、微粒子銅と微粒子酸

化チタン含有複合高分子のナノ複合形態が得られるも

のである24）。その銅粒子、または酸化チタン粒子の大

きさは約１00 nm 以下である ｡ ナノ粒子型銅・酸化チ

タンに対する生体内の安全性について確認されつつあ

る2５）ものの、ナノ粒子酸化チタンの表面の用量に応

じて、肺の炎症や組織の損傷などを起こすという報告

例もある26）。

７ ．結　言
　Ag+ 抗菌剤の抗菌作用は、Ag+ が最初に外膜・細

胞質膜を破壊、次いで菌体中央部まで侵入し、いずれ

も銀錯体を形成し、タンパク質合成機能不全を起こす。

さらに、細胞質における核酸内の二重鎖塩基間の水素

結合に代わり、Ag+ が橋渡しの形をとる直線型の

Ag+-DNA 錯体形成による細菌分裂機能停止によって、

微生物細菌の死に至らしめる。

　一方、酸化チタン光触媒反応による強い抗菌作用は、

酸化チタンへの光照射によって生じた励起電子と正孔

が、触媒物質表面で発生する活性酸素種の強力な酸化

還元反応によって生体・有機物を分解するというもの

である。励起電子の酸素還元によって発生した O2
-

と正孔の水の還元によって発生した OH･ の活性酸素

種をトラップし、細胞壁が活性酸素種によって酸化分

解して損傷され、次いで細胞質膜が酸化阻害され、さ

らに活性酸素種が細胞内部へ直接的に攻撃する。その

際、外膜は障壁としての役割があるが、ペプチドグリ

カン層は活性酸素種の攻撃の対象とはならない2５）。細

胞質内の核酸における活性酸素種の挙動について、特

に、生成した H2O 2が、細胞膜、核膜を構成するリン

脂質膜を透過し、DNA損傷作用を起こす。
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要約
　本報告は、レッグペルテス病に罹患した異なる性格

の犬 2症例に行われた大腿骨頭骨頚切除術後のリハビ

リテーションの効果についてまとめたものである。

　大腿骨頭骨頚切除術後は当該関節周囲の軟部組織や

筋肉を補強するリハビリテーションが重要となる。

　症例 A は術後27日目、および症例 B は１0日目の初

診時に 2頭とも患肢を除く 3本の肢で歩行をしていた。

患肢の筋肉量と正常歩行の回復を目標として、マッ

サージなどの徒手療法と水中運動などの運動療法を実

施した。その結果、それぞれリハビリテーション開始

後第８５日目および第7５日目には正常歩行に回復した。

しかしながら、両者の回復過程には違いがみられ、症

例 A の落ち着きのない性格と B ののんびりとした性

格や年齢の差が影響したものと考えられた。したがっ

て、障害からの回復のためのリハビリテーションは犬

の性格や年齢も考慮してプログラムを組み立てる必要

があるものと考えられた。

キーワード：犬、大腿骨頭骨頚切除術、リハビリテー

ション

Summary
This  report  summar ized the  e f fec t  o f  the 

rehabilitation after femoral head and neck excision 

on the two dogs affected with Legg-Calvé-Perthes 

disease. At the first visit on the 27th day after 

surgery in Case A and on the tenth day in Case B, 

they were walking with three limbs except the 

operated one. The rehabilitation treated after 

surgery is important to reinforce the surrounding 

soft tissue of hip joint and the femur muscles of the 

affected leg. With the goal of the recoveries of 

muscle quantity of the operated limb and of the 

normal walk, we carried out exercise such as the 

underwater exercise, massage and etc. The normal 

gait in Case A recovered at the ８５th day after the 

start of rehabilitation and in Case B recovered at the 

7５th day.  However, there is a difference in the 

recovery process of the both cases, which was 

thought that it was due to the difference of a restless 

character of Case A and a leisurely character of 

Case B. Therefore, it was considered that the 

rehabilitation for recovery from physical handicap 

need to design of its program based on character of 

each patient.

はじめに
　犬のレッグ（・カルベ）ペルテス病は大腿骨頭部の

血流障害の結果、大腿骨頭の軟骨および軟骨下組織が

壊死する疾病である。成長期の小型犬に多く、一度壊

死した大腿骨頭が再生することはない。また、股関節

の血管が障害を受けて血液不足となる原因は明らかに

なっていないが、遺伝的素因があるとされている１ ，2 ）。

　多くは後肢の片側で発症し、突然後肢に疼痛や跛行

が現われる。発症初期や症状が軽度の場合には内科的

治療により疼痛管理を行って経過を観察する。内科的

治療でのコントロールが難しくなった場合、外科的治

療として大腿骨頭骨頚切除術が行われる１ ，2）。術後は
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切除後の股関節を安定化させるため、当該関節周囲の

軟部組織や筋肉を補強するリハビリテーションが重要

となる3，4，５）。

　本報告では、ほぼ同時期に行った手術後の 2症例の

リハビリテーションの結果、犬の性格がその回復過程

に影響を及ぼしたと考えられたことから、その概要を

報告する。

症例および方法
1 ．症例Ａ（図 １ ）：トイ・プードル、 9カ月齢のオ

ス、ボディーコンディションスコア（BCS）は ５ 段

階評価で 3であった。右後肢の挙上と触診時に疼痛

がみられ、他施設で右側のレッグペルテス病と診断

され、29日後に同施設で大腿骨頭骨頚切除術が実施

された。

　本症例は、活発でやんちゃな性格であった。

2 ．症例 B（図 2）：チャイニーズ・クレステッド・

ドッグ、 4 歳 6 か月齢の去勢済みオス、BCS 4 、抗

てんかん薬服用中。

　歩くのを嫌がり、他施設でＸ線検査により左側大

腿骨頭頭部の変形、Ｘ線透過度の亢進が認められ、

また筋肉量の低下および疼痛もあり、左側のレッグ

ペルテス病と診断された。 6日後に同施設で大腿骨

頭切除術が実施された。

　本症例は、幼少期から歩行に違和感がみられ、非

活動的でおっとりした性格であったが、抗てんかん

薬を服用し始めてからさらに非活動的となっていた。

3 ．リハビリテーションの目標およびプログラム

　本 2症例の共通の目標は、正常な歩行と患肢の筋

肉量の回復であり、患肢の筋肉量を増加させるため、

水中トレッドミル、水中歩行および水泳、患肢に負

荷を与え、正常な歩行へ戻すために歩行訓練、斜面

歩行および坂道歩行を行った。リハビリテーション

前後には温熱および冷却療法とマッサージを行った。

　それぞれのプログラムの詳細は以下の通りである。

1 ）症例Ａ

　本症例は、術後27日目からリハビリテーションを

開始し、週 １回の頻度で８５日間にのべ１１回実施した。

発育期であり、BCS が 3 であることから、食餌制

限は行わなかった。なお、最後まで水泳の馴化がで

きなかった。

⑴　水中トレッドミル

　水位は肩関節として、速度は0.4～0.５km/hr、 １

セットを 2～ 3分間とし、 3～ ８ セット行った。2８

日目頃からは慣れのためか集中して行えないため、

１ セットを １分30秒間に変更して１0セット行った。

いずれもセット間の休憩は 2分間とした。

⑵　水中歩行

　水位は肩関節としてプール内の水中を歩行した。

１0分間を １セットとして 2～ 3セット行った。また、

セット間の休憩は ５ 分間とした。

⑶　歩行訓練

　中期から取り入れた歩行訓練は、机やマットなど

を用いて、階段や坂道（傾斜角度 7度）などの障害

物を作ったコースでの歩行を行った。

2 ）症例Ｂ

　本症例は、術後１0日目でリハビリテーションを開

始し ､週 2回の頻度で7８日間にのべ１6回実施した。

BCS が 4 であることから、若干の減量を指示した。

⑴　水泳

　症例 B は馴化により水泳が出来るようになった

ため、 2週目から水泳中心のメニューを行った。ラ

イフジャケットを着用し、前期は １セット 3分間を

図 １ 　症例 A：手術後のＸ線画像

図 ２ 　症例 B：手術後のＸ線画像
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4 セット、2５日目頃の中期および５0日目頃の後期は

１ セット 3分間を ５ ～ 6セット行い、セット間の休

憩は 2分間とした。

⑵　水中歩行

　水位は肩関節として水中を歩行した。 １セットを

１0分間として 3セット行い、セット間に ５分間の休

憩をとった。

⑶　水中トレッドミル

　前期から行う予定であったが、患肢を挙上するた

めメニューから外して後期から再度取り入れた。水

位は肩関節として、水流を作り水の性質である粘性

と抵抗を利用することでより負荷のかかる方法で

行った。速度は0.3～0.５km/hr で、 １ セット 2～

3分間とし、 4～１0セット行った。セット間の休息

は 2分間とした。

⑷　斜面歩行

　症例 B は陸上で患肢を着地しての歩行がある程

度可能になった後も患肢への負重が少なかったため、

折りたたみ式長机を用いて作った傾斜のある道（傾

斜角度は 7度）の上で患肢を下側にして歩行する斜

面歩行を中期から取り入れた。体の重心を傾け、歩

くと自然に患肢に負荷がかかるようにすることで筋

肉量の増加を図った。中・後期ともに、 ５往復を １

セットとして 6～ ８ セット行った。

⑸　坂道歩行

　後期からは野外の坂道を利用して後肢により負荷

のかかる坂道歩行（高さ約 ５ｍ、傾斜角度20度）を

行った。犬の状態に合わせて休憩を取りながら１2往

復行った。

4 ．評価法

1 ）一般身体検査

　臨床的に体温などの一般臨床所見から診察日の身

体所見を評価した。

2 ）体重

診察台に併設された体重計を用いて１0ｇ単位で計測

した。

3 ）ボディーコンディションスコアー（BCS）

　目視および触診により肥満の程度を数値化して判

定した。側方および上方からの観察に加えて肋骨、

背部、腰部および腹部の皮下脂肪の付き具合により、

５ 段階で評価する評価法で行った。

4 ）大腿周囲長

　後肢筋肉量を客観的に評価するため、バネばかり

とメジャーを用いて張力（200ｇ）を一定にし、立

位持の大腿股部（大腿内側の股部の最上位）の水平

周囲を測定して大腿周囲長とした。

5 ）歩様所見

　歩様所見は、臨床学的に行われている跛行診断法

に従って判定した。

結果
1 ．症例 A

1 ）体重およびBCS

　初診時の3.20㎏から0.2５㎏増加して終了時には

3.4５㎏となった。症例 A は発育期にあり体重は増

加したが、BCS は 3 で初診時と変化なかった。

2 ）大腿股部周囲長（図 3）

　初診時は患肢である右が１2.2㎝、左が１6.3㎝で

あった。終了時には、右は4.８㎝増加して１7.0㎝、

左は１.7㎝増加して１８.0㎝となった。また、初診時

では左右差が4.１㎝あったが、終了時には１.0㎝の差

まで縮まった。

3 ）歩様の変化

　初診時は、患肢を着地することは可能であったが、

挙上していることが多く、患肢以外の 3肢で歩く様

図 ３ 　症例 A：大腿股部周囲長の推移（患肢右側）
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子がみられた。中期（30～５7日目）には患肢を着地

するようになり徐々に負重し始めた。終了時には、

患肢にしっかりと負重して正常な歩行が可能になっ

た。

2 ．症例 B

1 ）体重およびBCS

　初診時の５.60㎏、BCS 4 から、終了時に体重は

0.3５㎏減少して５.2５㎏となり、BCS は若干低下

（3.５）した。

2 ）大腿股部周囲長（図 4）

初診時は患肢である左が１５.５㎝、右が１9.0㎝であっ

た。終了時には、左は2.0㎝増加して１7.５㎝、右は

2.2㎝増加して2１.2㎝となった。また、初診時では

左右差が3.５㎝あったが、終了時は3.7㎝差と、0.2

㎝増加した。

3 ）歩様の変化

　初診時は患肢を拳上して患肢以外の 3肢で歩行し

ていた。当初は症例 A よりも患肢の拳上が多くみ

られていたが、60日目頃には患肢にほぼきちんと負

重して歩行し始め、終了時には患肢にしっかりと負

重して正常な歩行が可能となった。

考察
　大腿骨頭骨頚切除術後にリハビリテ―ションを行わ

ない自然治癒の場合、手術時間までの経過にも因るが

完治するまでに約 3 ～１2カ月を要するとされている１ ）。

一方、リハビリテーションによって正常歩行までの目

標は 4 週間2）とする報告もあるが、手術までの経過

やリハビリテーション開始までの期間など、さまざま

な要因が関係することから、すべての症例において 4

週間で正常歩行を回復するのは難かしいのではないか

と考えている。

　整形外科的疾患では、手術直後から行うリハビリ

テーションは急性炎症期であるため、第 １段階として、

冷却療法を含む疼痛管理下で関節包などの縫合創の破

綻を回避するため、軽い関節可動域運動から開始し、

癒着の防止と組織のリモデリングを促すことを目的と

する。第 2段階として、急性期が終わり炎症や疼痛の

鎮静化に伴って運動時間や強度を段階的に強化し、関

節周囲の軟部組織の強化と安定化を図る。第 3段階と

して、その後患肢での負重が可能となり、正常な歩様

に近づいてくる頃に合せて運動量をさらに増加し、筋

肉量増加のためのプログラムに切り替えるという、 3

段階のプログラムが実施されるのが一般的であ

る2，3，4）。

　本 2症例は、体重のコントロールも良好で患肢に過

重な負荷を与えることもなく、術後約2.５カ月で完治

し、術後のリハビリテーションが有効であったと考え

られた。

　しかしながら、リハビリテーション開始後に患肢が

着地可能となるまでの期間と、その後着地して正常歩

行ができるまでの期間の二つの段階の経過においては、

2症例で大きく異なっていた。

　症例 A では、リハビリテーション開始後症例 B と

比べてより早期に患肢をある程度着地して歩行できる

ようになった。しかしその後、患肢を負重して正常な

歩行が可能になったのは症例Bが早かった。

　この間、症例 A の大腿股部周囲長は大きく増加し

たが、症例Bはそれほど増加しなかった。

　症例 B はてんかんを有することから抗てんかん薬

の影響もあって家庭内では寝ていることが多く、また

活動性が低いため予定していたプログラムが十分に行

えないこともあった。そのため、週 2回のリハビリ

テーションを行ったにもかかわらず、大腿部の筋肉量

が予想に反して増加しなかったものと考えられた。一

図 4 　症例 B：大腿股部周囲長の推移（患肢左側）
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髙橋類、幡野沙愛耶、後藤優志、山本幸、中山久仁子、藤永徹

方、症例 A は年齢も若くて成長期であり、活発な性

格で退院後から患肢の痛みをあまり恐れることもなく

動き回っており、知らず知らずのうちに患肢を使用し

ていたと思われた。

　リハビリテーションの頻度が週 １ 回であった症例Ａ

では、活発な性格と成長期であるという二つの要因が、

非活動的な症例Ｂと比べて大きく筋肉量が回復し ､よ

り早期に着地できるようになったのではないかと考え

られた。

　しかしながら、患肢に自重を乗せて正常に歩けるよ

うになったのは症例Ｂの方が早かった。

　症例Ａは活発で落ち着きがなく ､直ぐに遊ぼうとし

て走ったり飛んだりすることが多く、自重を乗せて

ゆっくり歩いて患肢へ負荷をかけることが難しい性格

であった。このような集中力が続かない性格の犬には、

エクササイズの前に T タッチやマッサージによって

リラックスさせ、あるいはトリーツやおもちゃなどを

使用して犬を上手に誘導するなどの工夫が必要と考え

られた。また、症例 A の体重の軽さも患肢への負重

の負荷が少なかったものと考えられた。

　症例Ｂは落ちついた性格でゆっくり歩いて患肢に負

重をかけることができ、さらに肥満気味なことも患肢

への自重の十分な負荷ができたものと考えられた。

　歩行トレーニングで最も重要なことは、ゆっくり歩

かせて患肢の趾底側（負重面）にきちんと自重を乗せ

ることであり、少しでもスピードが速いと肢を挙げた

り引きずったりしてトレーニングの意味をなさないの

で注意が必要である。

　また、患部周囲の冷却・温熱療法、マッサージ、関

節可動域運動やストレッチは手術直後から実施するこ

とが可能であり、特に股関節の伸展は有効な徒手療

法3，4，５）である。しかし、発症時の疼痛のトラウマの

ために、患肢に触れることを忌避する症例も認められ

る。

　以上のように、年齢や体重および性格の違いが治癒

過程に影響を及ぼすことがあり、同じ疾患に対するリ

ハビリテーションであっても、犬の状態や性格を考慮

したプログラムを実施することが重要であると考えら

れた。
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要約
　日本の動物看護において、2009年に「動物看護を実

践する専門職の行動指針であり、自己の実践を振り返

る際の基盤を提供するもの」として、『動物看護者の

倫理綱領』が公表された。このような現状過程の中で、

『動物看護者の倫理綱領』についての授業を受けた動

物看護学生が記載したレポートの内容から、学びの内

容を明らかにした。

　最も多くの学生が考えていたことは、〈看護を行う

対象動物の気持ちに寄り添う〉ということであった。

学生は常に動物の求めているものを考え、動物の気持

ちに沿って看護を提供することの重要性を理解してい

る。学生は動物看護者よりもむしろ対象である動物や

飼い主の立場に近く、より対象の立場に立って看護す

る必要性を理解できたのであろうと考えられる。そし

てこれらの結果から、今後臨床現場で倫理問題に直面

した時、動物看護者は第一に動物のことを考えて行動

することが重要であると示唆された。

キーワード：動物看護倫理、動物看護学生、授業の学

び

SUMMARY
　The aim of this study is to reveal what the 

veterinary nurse students have thought since they 

began to take some lessons on‘Animal Nurse Code 

of Ethics’. By examining what they have learned, we 

have thought what nursing animal ethics is and 

obtained suggestions on how to address the ethical 

issues that we will face in the future.

　The number of the students who have written the 

sentences meaningthat the important thing is to 

think about animals’feelings is larger than that of 

the students who have written other sentences. The 

students put themselves in animals’place and try to 

understand what they feel. They find it important to 

offer the care to animals understanding their feelings 

while they try to think about what animals need and 

consider what the best choice is. This is because 

most students have never experienced the real 

animal hospital work. And also, the reason is that 

they find it necessary to take care of animals in the 

place of animals and their owners. Finally, this 

conclusion shows that it is essential for veterinary 

nurses to think about animals first and take care of 

them when they face ethical problems at hospitals in 

the future.

Keywords: Code of ethics of animal nurses,veterinary 

nurse students, Learning of a lesson

背景および目的
　2009年に「動物看護を実践する専門職の行動指針で

あり、自己の実践を振り返る際の基盤を提供するも

の」として、動物看護者の倫理綱領が公表された。

「倫理」とは、「道徳の規範となる原則」、「人として守

り行うべき道」を意味する。現在、動物看護師は法的

な裏付けがない職業であり、認定試験の統一化やカリ

キュラムの平準化が進められている。このような現状

の中で、自らの行動を律する職業倫理規定を持つこと

は、人医療の看護師が倫理規定をもって発展してきた

ように、専門職として飛躍するために非常に重要であ

るといえる。

　先行する研究において、人医療の看護教育では、看

 受理：2014年 2 月13日
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護学生の倫理の授業後のレポート分析はあるが［１］、

動物看護学生を対象とした研究はされていない。そこ

で本研究では、確立する過程にある動物看護学を学ぶ

学生たちが「動物看護者の倫理綱領」についての授業

を受けて何を考えたのか、その学びの内容を明らかに

することを目的とした。そしてその学びの内容を考察

し、今後専門職業人として進んでいく中で、倫理的問

題に直面した際の姿勢について示唆を得たため、ここ

に報告する。

研究方法
1 ．研究対象

　「動物看護者の倫理綱領」の選択授業を受けた日本

獣医生命科学大学獣医保健看護学科 3年生のうち、授

業後にレポートを提出した学生67名を対象とした。

2 ．授業の内容と方法

　授業は90分の講義と演習の全 2回で、動物看護者の

倫理綱領についての解説と、グループワークによる事

例の分析を行った。グループワークは、ランダムに選

ばれた 6～ 7人 １組の１2グループで行われた。用いた

事例は、日本動物看護職協会の「動物看護倫理事例

集」から、【家族が決定した、理由がある安楽死の選

択。犬の代弁者として動物看護師ができることは？】

であり、動物看護師がとるべき行動選択について、倫

理綱領に照らし合わせて検討を行った。レポートの

テーマは「私の考える動物看護者の倫理綱領」であり、

個人単位での提出とした。

結果
　学生のレポートより学びが記載されている記述を抽

出して、類似するものをサブカテゴリーとし、さらに

カテゴリーへと抽象化した。その結果、１4のサブカテ

ゴリーが抽出され、それを4つのカテゴリーに分類し

た。カテゴリーは【　】、サブカテゴリーは〈　〉と

して示す。

　カテゴリーは【動物看護とは何かを考える】が５4％、

【専門職としての能力を高める】が26％、【倫理綱領に

ついて考える】が１4％、【その他】が 6 ％となった

（図 １ ）。

　カテゴリー【動物看護とは何かを考える】において、

以下 6つのサブカテゴリーが抽出され、〈看護を行う

対象動物の気持ちに寄り添う〉が、最も多く30％、次

に〈飼い主との信頼関係を築く〉は2１％、〈社会的認

知向上の必要性〉は20％、〈獣医師との信頼関係を築

く〉は１6％、〈職域の確立の必要性〉は 9％、〈動物看

護学生が担うこと〉 4％であった（図 2）。

　カテゴリー【専門職としての能力を高める】におい

て、以下 3つのサブカテゴリーが抽出され、〈知識・

技術を身につける〉が最も多く５6％、また〈コミュニ

ケーション能力を高める〉は3１％、〈看護を考える〉

は１3％であった（図 3）。

　カテゴリー【倫理綱領について考える】において、

以下 2つのサブカテゴリーが抽出され、〈倫理綱領へ

の提案〉が74％と多く、〈綱領文の解説〉が26% と

なった（図 4）。サブカテゴリー〈倫理綱領への提案〉

には、「動物福祉という考えの普及に努める」、「動物

看護者は対象となる動物にとって、心理身体の面で不

利益となることを減らし、動物の利益に転じられるよ

う改善に努める」などの 4つの提案があった。

　また【その他】のカテゴリーでは、〈獣医療に対す

る提案〉、〈安楽死を考える〉、〈動物の生命について考

える〉の 3つのサブカテゴリーが抽出された。

倫理綱領について考える

専門職としての能力を高める

動物看護とは何かを考える

その他 6%

14%

26%
54%

図 １ 　授業「動物看護倫理」での学びの内訳

綱領文の解説

倫理綱領への提案 74%

26%

図 ２ 　カテゴリー【動物看護とは何かを考える】の内訳

飼い主との信頼関係を築く
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21%
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社会的認知向上の必要性

看護を行う対象動物の
気持ちに寄り添う

図 ３ 　カテゴリー【専門職としての能力を高める】の内訳
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考察
　今回分析したレポートの記述は、「動物看護者の倫

理綱領」に対するものより、「動物看護学」や「動物

看護者」の本質を問う内容のものが多くみられた。レ

ポートには〈倫理綱領への提案〉はあったものの倫理

そのものに対する探求はなく、その代わりに「動物看

護学」や「動物看護者」について不明確な部分を探求

し、発展させていくべきといった記述が多く見られた。

2回の講義では、倫理綱領について理解するまでには

至らなかったものの、それがきっかけとなり動物看護

の在り方について考えたのではないかと思われる。こ

のような結果が出た背景には、「動物看護学」という

学問や「動物看護者」の職域が未だはっきりとされて

いないという背景も理由のひとつとして考えられる。

　まずカテゴリー【動物看護について考える】におい

て、30％と最も多かった学びは〈看護を行う対象動物

の気持ちに寄り添う〉であった。学生は、動物看護者

は常に動物の立場に立って考え、動物の気持ちに沿っ

て看護を提供することの重要性を理解している。習田

らは［2］、「学生は初学者であるため、看護者よりはむ

しろ対象の立場に近く、彼らの尊厳や権利に対して感

受性が高く、看護倫理について熟考する能力に優れて

いる」と述べている。そのため、動物看護者よりもむ

しろ対象である動物や飼い主の立場に近く、より対象

の立場になって看護する必要性を理解できたのだと考

えられる。

　次にカテゴリー【専門職としての能力を高める】に

おいて最も多かったサブカテゴリーは〈知識や技術を

身に付ける〉であり、続いて〈コミュ二ケーション能

力を身に付ける〉となった。小西らは［3］、患者から

見た「よい看護師」の特質とは、「人として患者と関

わる事ができる」ことと「専門職、プロである」こと

の二つの大きな要素をもつ看護師であると述べている。

初学者である学生は動物看護の受け手側により近い存

在であるため、「よい動物看護師」とは「人として」

と「プロとして」の両面で優れている必要がある、と

理解していると考えられる。そのために学生は今、動

物看護学を学ぶ立場にあるからこそ、知識や技術とコ

ミュニケーション能力を身につけることに重要性を感

じていると考える。

　またカテゴリー【倫理綱領について考える】におい

ては、倫理綱領へ提案をする意見があった。今回、講

義のグループワークで検討した事例は、飼い主が安楽

死を選択したという事例であったため、動物の不利益

となることを減らすよう努める、動物福祉の普及など

についての提案が出されたのだと考えられる。

　学生の学びを分析し考察した結果、より良い動物看

護を行うために専門職としての知識や技術・コミュニ

ケーション能力を高めることが必要であり、その学習

を継続していかなければならない、と考えていること

が推測された。さらに、動物看護学生は今後専門職と

して進む中で直面するであろう倫理的問題に対して、

第一に動物のことを考えて行動する必要性があると示

唆された。

　また今回は 2回の授業の中で、一つの事例をもとに

グループワークを行った後のレポートであったため、

用いる事例によって学びの内容に違いがある可能性が

ある。そのため、今後は異なる事例を用いた場合の検

討も必要であると考えられる。
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［3］ 小西恵理子、和泉成子：患者からみた「よい看護師」その
探求と意義、生命倫理、１6、１、46～５１（2006）

看護を考える

コミュニケーション能力を
高める

知識・技術を身につける

13%

31%

56%
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●日本動物看護学会　会則

1995年12月 9 日制定

1997年11月29日改正

1999年 6 月 6 日改正

2008年 7 月13日改正

2010年 7 月25日改正

2012年 ５ 月 １ 日改正

第 1章　総則

第 １ 条（名称）

本会の名称は、日本動物看護学会 （The Japanese 

Society of Animal Nursing） とする。

第 2条（事務局）

本会の事務局は、東京都港区南青山 １ 丁目 １ 番 １ 号に

おく。

第 2章　目的と活動

第 3条（目的）

本会は動物看護に関する研究を中心として、会員相互

の情報交換の場を設け、この分野における研究の進展

を図ることを目的とする。

第 4条（活動）

本会は前条の目的を達成するために、次の活動を行う。

１ ．大会・例会・講座（講演・研究発表・シンポジウ

ム・セミナーなどを含む）の開催。

2 ．学会誌・書籍などの企画・編集・発行。

3．その他、本会の目的を達成するために必要な諸活

動。

第 3章　会員

第 ５ 条（入会資格）

本会の目的に賛同する者であれば、誰でも本会に入会

することができる。

第 6条（種別）

会員の種別は次のとおりとする。

　正会員：本会の目的に賛同する個人。

　名誉会員： 本会の活動において格段に功労のあった

正会員、もしくはこれ以外から、理事会

が推薦し総会において承認された個人ま

たは法人・団体。

　賛助会員： 本会の目的に賛同し、本会への財政的援

助を申し出た個人または法人・団体。

第 7条（会費）

会員は年会費を納入しなければならない。年会費の金

額は次のとおりとする。

　正会員：５,000円

　賛助会員（個人）：１0,000円

　賛助会員（法人・団体）：30,000円

　役員：10,000円

名誉会員からは年会費を徴収しない。

第 ８条（会員の資格喪失）

会員が次のどれかに該当した時は、会員資格を喪失す

る。

１．退会した時 ｡

2 ．死亡もしくは失踪宣告を受けた時。

3．会費を 2年以上滞納した時。

4．除名された時。本会の名誉を著しく損なう行為が

あった場合は、総会における承認を経て、該当者を

除名することができる。

５．本会が消滅した時 ｡

第 9条（退会）

会員は本会事務局へ届け出た上で、任意に退会するこ

とができる。

第 4章　役員

第10条（種類・定数）

本会役員は次のとおりとする。

　会長： １ 名　　理事長： １名　　副理事長： 2名

　常任理事：若干名　　理事：若干名
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　監事： １～ 2名

第11条（選出・職務）

１．会長

①総会において、本会員の中から互選で選ばれる。

②本会を代表し、本会会務を統括する。

2．理事長

①理事会において、理事の中から互選で選ばれる。

②本会会務を運営する。

③会長に事故があった時、または会長が欠けた時は、

その職務を代行する。

3．副理事長

①理事長の任命によって、理事の中から選ばれる。

②会長・理事長を補佐して、本会会務を運営する。

4．常任理事

①理事会において、理事の中から互選で選ばれる。

②会長・理事長を補佐して、本会会務を執行する。

５．理事

①総会において、本会員の中から互選で選ばれる。

②会長・理事長を補佐して、本会会務を運営する。

6．監事

①総会において、本会員の中から互選で選ばれる。

②本会の会計と会務の執行状況を監査する。

7．名誉会長

①本会には名誉会長を置くことができる。

②本会の会長若しくは理事長経験者又は特に顕著な

功績のあった者のうちから理事会の議を経て理事

長が推薦し、総会で決定する。

③名誉会長は役員ではないものとする。

第12条（任期）

役員の任期は 2年間とし、再任を妨げない。

１．役員任期の 2年間とは、選出された定時総会終了

月の翌月 １日から、 2年後の定時総会終了月の末日

までとする。

2．役員は、辞任または任期満了後においても、後任

者が就任するまではその職務を行う必要がある。

第13条（解任）

役員が次のどちらかに該当する時は、総会において、

出席数 3分の 2以上の議決によって解任することがで

きる。この場合、その役員は議決前に弁明の機会を得

る。

１．心身の故障のため、職務の執行に堪えないと認め

られる時。

2．役員としての義務違反、その他、役員としてふさ

わしくない行為があると認められる時。

第 5章　委員

第14条（種類・定数）

本会委員は次のとおりとする。

　評議員：若干名

　編集委員：若干名

　動物看護師認定試験委員：若干名

第15条（選出・職務）

１．評議員

①理事会において本会員の中から選ばれる。

②本会活動に関する意見交換や議論を行うことによ

り、本会活動に寄与する。

2．編集委員

①理事会において本会員の中から選ばれる。

　編集委員長は編集委員の中から互選で選ばれる。

②学会誌・書籍などの企画・編集を行うことにより、

本会活動に寄与する。

3．動物看護師認定試験委員

①理事会において本会員の中から選ばれる。

　動物看護師認定試験委員長は、理事長が任命し常

任理事会の承認を経て選ばれる。

②本会主催「動物看護師資格認定試験」の実施によ

り、本会活動に寄与する。

第16条（任期）

委員の任期は 2年間とし、再任もあり得る。

１．委員任期の 2年間とは、選出された定時総会終了

月の翌月 １日から、 2年後の定時総会終了月の末日

までとする。

2．委員は、辞任または任期満了後においても、後任

者が就任するまではその職務を行う必要がある。
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第17条（解任）

委員が次のどちらかに該当する時は、総会において、

出席数 3分の 2以上の議決によって解任することがで

きる。この場合、その委員は議決前に弁明の機会を得

る。

１．心身の故障のため、職務の執行に堪えないと認め

られる時。

2．委員としての義務違反、その他、委員としてふさ

わしくない行為があると認められる時。

第 6章　会議・委員会

第18条（常任理事会）

１．理事長が必要と判断する時に、随時招集する。

2．理事長・副理事長・常任理事によって組織される、

本会会務の執行機関である。

3 ．開催定足数は出席該当者数の １ / 2 以上とする。

ただし、開催前に委任状を提出した者、および、審

議事項について開催前に書状にて意見を表明した者

は出席とみなす。

4．本会会務の執行に関する諸事項を審議・議決する。

議決は出席者の過半数をもって行い、同数の場合は

理事長がこれを決する。

５ ．理事会での審議・議決が必要とする事項について

は、これを理事会へ提議する。

6．開催後、次の事項を記載した議事録を作成しなけ

ればならない。

　①開催日時・開催場所

　②出席者数・出席者名

　③審議事項・議決事項

第19条（理事会）

１ ．理事長が必要と判断する時に、随時招集する。

2．理事長・副理事長・常任理事・理事によって組織

される、本会会務の運営機関である。

3．会長は必要と判断する時に、随時招集および出席

することができる。

4 ．開催定足数は出席該当者数の １ / 2 以上とする。

ただし、開催前に委任状を提出した者、および、審

議事項について開催前に書状にて意見を表明した者

は出席とみなす。

５．本会会務の運営に関する諸事項を審議・議決する。

議決は出席者の過半数をもって行い、同数の場合は

理事長がこれを決する。

6．総会での審議・議決が必要とする事項については、

これを総会へ提議する。

7．開催後、次の事項を記載した議事録を作成しなけ

ればならない。

　①開催日時・開催場所

　②出席者数・出席者名

　③審議事項・議決事項

第20条（総会）

１．会長が、毎会計年度終了後 4か月以内に招集する。

2．会長が必要と認める時は、臨時総会を招集するこ

とができる。

3．正会員によって組織される、本学会の最高議決機

関である。

4．次の事項を審議・議決する。議決は出席者の過半

数をもって行う。

①活動報告・収支決算報告

②活動計画案・収支予算案

③他に理事会が、総会での審議・議決が必要である

と認めた事項

④その他

５．議長 １ 名（本会会員）を、出席者の中から互選で

選ぶ。

6．開催後、次の事項を記載した議事録を作成しなけ

ればならない。

①開催日時・開催場所

②出席者数

③審議事項・議決事項

④議長によって選任された議事録署名人 2名（本会

会員）の署名と押印

第21条（評議員会）

１．会長または理事長が必要と判断する時に、随時招

集する。

2．評議員によって組織され、本会活動に関する意見

交換を行う。
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第22条（編集委員会）

１．編集委員長が必要と判断する時に、随時招集する。

2．編集委員によって組織され、学会誌・書籍などの

企画・編集を行う。

第23条（動物看護師認定試験委員会）

１．動物看護師認定試験委員長が必要と判断する際に、

随時招集する。

2．動物看護師認定試験委員によって組織され、本会

主催「動物看護師資格認定試験」を実施する。

3 ．開催定足数は出席該当者数の １ / 2 以上とする。

ただし、開催前に委任状を提出した者、および、審

議事項について開催前に書状にて意見を表明した者

は出席とみなす。

4．理事会での審議・議決が必要な事項を発案した時

は、これを提議することができる。

５ ．開催後、次の事項を記載した議事録を作成しなけ

ればならない。

　①開催日時・開催場所

　②出席者数・出席者名

　③審議事項・議決事項

第24条（会議・委員会の設置）

会長または理事長が必要と認める時は、理事会の承認

を経て、新たな会議・委員会を設置することができる。

第 7章　会計

第25条（概要）

会計は次のとおりとする。

１ ．本会の経費は、会費・その他の収入をもってこれ

に充てる。

2．本会の会計年度は、 4月 １ 日～翌年 3月31日とす

る。

3．収支決算報告・収支予算案は、総会の議決を要す

る。

付則

１ ．本会則は、正会員 3名以上の賛成を経て提出され

た動議に基づき、総会での議決を経て変更できる。

2．本会則は1995年12月 9 日に制定されたものを、

2010年 7 月25日の総会において改訂したものである。

3．本学会誌の投稿規定は別途定める。

以上
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会長代行・理事長

桜井富士朗（ 帝京科学大学　アニマルサイエンス学科  

教授）

副理事長

杉山　尚子（ 星槎大学大学院　教育学研究科　教授）

松原　孝子（ 日本獣医生命科学大学）

常任理事

長田　久雄（ 桜美林大学大学院　教授）

小松　千江（ 新ゆりがおか動物病院、認定動物看護師）

種市康太郎（ 桜美林大学　准教授）

中俣由紀子（ かしま動物病院、認定動物看護師）

村中　志朗（ 広尾動物病院、東京都獣医師会　会長）

遊座　晶子（ つくば国際ペット専門学校　教諭）

渡辺　　茂（ 慶応義塾大学　文学部　教授）

渡辺　隆之（ 帝京科学大学　アニマルサイエンス学科、

東京都獣医師会　理事）

理　事

阿部　令子（ アニマルサポートオフィス・ミ－チョ、

認定動物看護師）

五十嵐江梨子

井田　竜馬（ 井田竜馬行政書士事務所）

近江　俊徳（ 日本獣医生命科学大学　獣医保健看護学

科　教授）

大和田一雄（ 山形大学　准教授、独立行政法人産業技

術総合研究所）

金山　喜一（ 日本大学　獣医生理学教室）

桒野　　悟（ 動物病院モルム）

齋藤みちる（ 七里ガ浜ペットクリニック、認定動物看

護師）

﨑山　法子（ 王寺動物病院、認定動物看護師）

佐藤　　克（ 佐藤獣医科）

高橋　和明（ 日本獣医生命科学大学　名誉教授）

多川　政弘（ 帝京科学大学アニマルサイエンス学科　

教授）

廣田　順子（ アリスどうぶつクリニック）

若尾　義人（ ヤマザキ学園大学　動物看護学科　教授）

監事

竹内　吉夫（ 編集者）

高見澤重昭（ 高見澤法律事務所）

●日本動物看護学会　役員

敬称略・五十音順・2014年 2 月28日現在
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●投稿規程

1997年11月 １ 日施行

2002年 9 月10日改正

2010年10月 １ 日改正

2012年 ５ 月 １ 日改正

2013年 7 月 6 日改正

2014年 3 月10日改正

（目的）

　規定は「Animal Nursing」の投稿論文の投稿方法

を定めたものである。

（投稿内容）

　本誌への投稿論文は、原則として動物看護領域に関

する未公刊のものとし、動物看護学に貢献しうるため

の内容とする。

（投稿資格）

　筆頭著者は、本会会員でなければならない。

（原稿の採否）

　投稿論文の採否は、編集委員または編集委員会が委

嘱した論文審査員が審査し、編集委員会が採否を決定

する。審査には査読制を採用し、論文内容、論文形式、

論文の長さ、図表数などを含めて審査する。編集委員

会は原稿の訂正を求めたり、返却したりする場合があ

る。掲載は原則として原稿採択順とする。尚、査読中

の論文で著者が 6カ月以内に委員会に再び送って来な

い場合は、受理しないことがある。対象の福祉面・倫

理面に問題のある論文は採択しない。

（投稿区分）

　原稿の区分は次の通りとする。

１ ．総説、特別寄稿

　動物看護領域において認められた業績や最近の内外

の研究とその動向等を解説したもの。

2 ．原著

　論文にオリジナリティーがあり、動物看護およびそ

れに関連のある理論的または技術的な内容のもの。

3．短報

　動物看護に関するオリジナルな研究、工夫、仮説、

貴重な事例報告等の速報的なもの。

4．事例報告

　主として動物看護に関しての事例報告とする。

５ ．技術講座

　動物看護に関する技術的および検査等について解説

したもの。

6．資料、報告、意見、トピック

　動物看護および、それに関連のある薬物、機器の紹

介、国内外の研究施設の紹介、国内外の動物看護学に

おける文献のサマリーの紹介。

7．その他編集委員会において掲載が認められたもの。

（投稿要領）

　投稿要領は次のとおりとする。

１ ．投稿原稿は、正 １ 部、副 2部の計 3部を提出する

ものとする（写真、表はいずれも添付する）。正原

稿には、全項目を記入した所定の「原稿添付用の表

紙」と「投稿論文チェックリスト」を添付する。送

付する封筒の表面には、赤字で「Animal Nursing

投稿原稿」と明示する。

2．原著は、和文または英文とし、他の論文は外国人

による解説などを除き、原則和文とする。和文原稿

は新仮名遣いとし、なるべく当用漢字を用い、外来

語と生物名はカタカナ表記とする。英文は十分に推

敲し、かつ英文論文の作成に習熟した者による校閲

を受けたものであること。英文校閲を学会に依頼す

る場合、および編集委員会が英文校閲を必要と判断

した場合、その費用は著者負担とする。

3．原稿は A 4判用紙に、パソコンまたはワープロ

を用いて横書きで作成する。和文原稿は約 １ cm の

行間をとり、英文原稿はダブルスペースとする。上

下左右に2.５cm以上の余白を設けること。

4．原稿の枚数（表題、図、表、写真等すべてを含

む）

総説、特別寄稿一刷り上がり頁数 ５頁以内（A 4判

ワープロ等（25字×24行）20枚以内）

原著一刷り上がり頁数 ５頁以内（A 4 判ワープロ等

（25字×24行）20枚以内）
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短報―刷り上がり頁数 3 頁以内（A 4 判ワープロ等

（25字×24行）12枚以内）

事例報告一刷り上がり頁数 4 頁以内（A 4 判ワープ

ロ等（25字×24行）16枚以内）

技術講座―刷り上がり頁数 4 頁以内（A 4 判ワープ

ロ等（25字×24行）16枚以内）

資料、報告、意見、トピック―刷り上がり頁数 3頁

以内（A 4判ワープロ等（25字×24行）12枚以内）

原著、短報、事例報告、技術講座、資料、報告、意

見、トピックにあっては、図、表は合計10枚以内と

する。それ以上の場合は編集委員の判断に委ねる。

５．原稿の第 １ページは、上から順に論文題目、著者

名、所属機関およびその所在地（郵便番号を含む）

を和文および英文の順に記載する。著者名はカタカ

ナでフリガナを付し、著者の所属は研究実施時の所

属機関とする。ただし、第 １著者にあっては、所属

の移動があった場合、著者が希望すれば現所属機関

名を付記することができる。また連絡責任者の所属、

住所および電話番号（ファックス番号、E-mail ア

ドレス）を記入する。

6．原著、短報、事例報告にあっては、第 2ページに

英文 SUMMARY（いずれも250語以内）および

Key words（ABC 順で原著は ５ 語以内、事例報告

その他は 3語以内）をダブルスペースで上下左右十

分な余白をとり記載する。また英文校閲のためにそ

の和訳も添付する。第 3ページに和訳要約（400字

以内）および日本語のキーワード（英文 Key 

words と同一の順）を記載する。

7．原著にあっては、第 4ページ以降からは、原則と

して序文（Introduction）、方法（Method）、結果

（Result）、考察（Discussion）、引用文献（Reference）、

図表の順に記載する。その他の区分では引用文献以

外はその限りではない。

８．外国人名、国名、地名等は原語のままで第 １ 字を

大文字で記載する。ただし国名、地名等は原則とし

てカタカナ表示する。

　動植物名は、原則として種名（カタカナ）を使用

する。ただし、一般的に使用されているものに限り、

漢字を使用しても良い。それ以外のものはカタカナ

表示する。

　動植物、微生物の学名などイタリックにする。

　薬品名は原則として一般名または局法名を使用し、

カタカナ表示する。

　機器名等は原則として一般に使われている名称を

和文で表示する。

　本文中に一般名等で記載した薬品、機器等の商品

（製品）名および社名等は、一般名称の直後に括弧

内で記載することができる。

9．図、表および写真は、まとめて原稿の最後に付し、

その挿入位置は原稿の右欄外に明確に記入指定する。

10．図、データは A 4判の白色紙に記載し、写真は

原図印刷が可能なように、横7.7cm または16.0㎝の

いずれか、縦は9.0cm 以下の大きさとし、白黒を原

則とする。図、写真、表の番号（Fig.1、Table １ な

ど）はそれぞれの裏および台紙に記し、番号順に

A 4判台紙に軽く貼付する。各図の表題および説明

は和文で別紙にまとめて記載する。

11．略語の常用的なもののほかは、本文初出のときは

完全綴りを併記する。

12．数字は算用数字を用い、単位および略語は原則と

して下記の例に従う。

M, mM, mM, N, %, m, cnl, mm, mm, nm, pm, cm2, 

m, m, kg, g, mg, mg, ng, pg, hr, min, sec, msec, 

rpm, Hz, Ci, mCi, mCi, cpm, dpm, ppm, ℃ , cal, 

kcal, lux, CPE, LD

13．引用文献の書き方

⑴　引用文献は本文中最初に引用された順に算用数字

を打つ。

⑵　著者名は、 6名以下の場合は全員、 7名以上の場

合は最初の 6名までを書き、それに続いて et al, 和

文では「ほか」を加える。著者名は姓 last of 

family name を先に出し、名 First name と middle 

name はこの順序に頭文字だけを書く。Tedd　

R,Oege ｍ a.Jr.,WE. Floyd Ⅲのような junior やⅢ

（Third）が付く場合、Oegema TR.JR,Floyed. Ⅲ . と

記す。 

⑶　英文雑誌の記載順序は

〔著者名 : 表題、雑誌名、巻、始めの頁－終わりの

頁（発行年）〕

　雑誌略称のピリオドは省略する。雑誌名はイタ



39Animal Nursing  Vol.１8 No.１, ２０１3

リック表記とする。ただし巻の通し頁がない場合は

巻の次に（号）を記載する。付録の場合は、巻の次

に（Supple）と記載する。

⑷　英文単行本の記載順序は

〔著者名 : 章名など、書名、版数、始めの頁－終わ

りの頁、発行所、発行地（発行年）〕

初版の場合は版数の記載は不要。

編者のある単行本の一章の場合の記載順序は

〔著者名 : 章名など、In: 編者名、書名、版数、始

めの頁－終わりの頁、発行所、発行地（発行年）〕

複数の編者の単行本の中の一章の場合

〔著者名 : 章名など、In: 編者名、書名、版数、始

めの頁－終わりの頁、発行所、発行地（発行年）〕

⑸　和文雑誌の記載順序は

〔著者名 : 表題、雑誌名、巻、始めの頁－終わりの

頁（発行年）〕

　巻の通し頁がない場合は巻の次に（号）を記載す

る。付録の場合は、巻の次に（Supple）と記載する。

⑹　和文単行本の記載順序は

〔著者名 : 章名など、書名（編者名）、版数、始め

の頁－終わりの頁、発行所、発行地（発行年）〕

⑺　翻訳本の記載順序は

〔著者名（監訳者あるいは訳者）：章名など、書名、

版数、始めの頁－終わりの頁、発行所、発行地（発

行年）〕

14．別刷印刷（モノクロのみ）は、購入希望者のみ、

印刷費等の実費を負担し購入するものとする（希望

者は投稿時に申し込むものとする）。

15．投稿された論文（原稿およびデータ）は理由の如

何を問わず返却しない。

16．本誌の発行は年 １ ～ 2回とし、発行月は12月とす

る。

17．原稿の送付および投稿に関する照会は下記宛とす

る。

〒１07-0062　

東京都港区南青山 １ - １ - １ 　新青山ビル西館23階

日本動物看護学会　編集委員会

FAX 03-6８04-2649 / E-mail info@jsan.gr.jp

18．本誌に掲載された論文の著作権は日本動物看護学

会に所属する。

（付則）

　この改正は、2014年 3 月10日から施行する。
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